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「ポスター発表（Poster Session）」アプローチのための一提案 

― 探究学習を通して「気づき」から「学び」を得るために ― 

 

A Guide to Preparation for a Poster Session: Research Based Learning 

 

伊藤 清 

 

Abstract 

In the year of 2020, Nagoya junior high school students worked on the project of 

Poster Session at the school festival.  A poster session or poster presentation is the 

presentation of research by an individual or group for a class or academic / professional 

conference.  It can be one of the best styles for inquiry based learning, which is a form 

of active learning that starts by posing questions.  The purpose of this paper is to show 

you the way of making a poster session effectively.  You need to learn several rules 

concerning academic writing.  Academic writing is the style that is needed when 

writing an essay, a paper, a thesis and the like.  If you work on your poster session 

understanding these kinds of rules, your performance can be improved.  More or less, 

you are supposed to make such a presentation in the future in college or the work place.  

Therefore, here is a guidebook as an approach for a poster session so that you can do it 

effectively.  This guidebook can be of use for a teacher as well as a student. 

 

Keywords 

poster session      inquiry based learning     academic writing     guidebook 

 

１．はじめに 

「探求学習」というキーワードに焦点が当てられるようになって久しい。探求学習とは、

他者から与えられた問いに答えるのではなく、学習者自らが問いを立て、課題解決のため

のプロセスを考え、課題発見や問題解決に必要な力を育むことを目的とする。従来の知識

やスキル重視の教科学習とは異なり、特定の科目にとらわれない総合的・横断的な力の涵

養も目的としている。探求学習では、「主体性」と「問題意識」を持つことが最も重要であ

る。なぜならば、その二つのファクターを備えていないと、自ら問いを立てることができ

ず、課題発見や問題解決に繋がらないからである。日常のあらゆる場面で、「なぜ？」と自

ら問う姿勢が探求学習の基となる。 

 

２．本論の目的と意義 

 名古屋高等学校は 2016年に文科省から SGH（Super Global High School）のアソシエ
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イト校に認定された。それ以来、様々な研究グループが、学外各所で多様な研究活動を行

っている。学内では高 1 を中心に文化祭で研究発表が行われてきた。その流れを受けて、

2020 年度名古屋中学校文化祭では、生徒会を中心に全学年でポスター発表に取り組んだ。

ポスター発表とは、研究発表の一手法であり、グループで取り組みやすい探求学習のスタ

イルの一つである。本論では、ポスター発表とは何かを明示し、発表までに必要なプロセ

スを可視化する。高校卒業後の大学・大学院では「研究」という名の下に学びが展開され

ることになる。中学・高校の段階で「研究の入り口（最初は「まねごと」であっても構わ

ない）」を体験することは、「主体的な活動と深い学び」となることに加え、将来に向けて

の有意義な体験になるものと考える。本論が、ポスター発表に取り組む学習者の、またフ

ァシリテーターとしての役割を果たす教師の、一助となれば幸いである。 

 

３．研究について 

３．１ 研究とは何か 

「探求」とは、「研究」の入り口と解釈できる。まず最初に、「研究」とは何か、を考えた

い。研究とは、小学校で行われる「アサガオの観察」や「アリの観察」などの「自由研究」

のように、（もちろんアリの観察も十分な「研究」にはなりえるが）起こっていることを単

に観察したり、記録を羅列したりすることではない。研究とは、自ら研究テーマを決め、

問い(Research Question)を立て、様々な研究手法を用いて、答えの用意されていない課題

に取り組むものである。 

文部科学省 HP「研究活動の不正行為への対応のガイドラインについて 研究活動の不正

行為に関する特別委員会報告書（要旨）」の第１部２−１「研究活動の本質」では、研究を

「先人達が行った研究の諸業績を踏まえた上で、観察や実験等による事実、データを素材

としつつ、自分自身の省察・発想・アイデア等にもとづく新たな知見を創造し、知の体系

を構築していく行為」と定義している。 

（https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu12/houkoku/attach/1334651.htm） 

 

先の定義について岡本（2017,p.17）は、以下のように解釈を加えている。 

 

１）先人たちが行った研究の諸業績をふまえたうえで、社会・学術の諸問題から自分

が取り組むべき課題を見出し、それに対して、２）客観的なデータをもとにしつつ、

３）自分自身の考察やアイデアなどで新たな知見を創造、探求し、４）他者と共有す

ることで、課題解決に貢献すること。 

 

１）は、先行研究を調べること、２）は、文献（本、新聞、雑誌、インターネットなどを

利用）調べ、３）は文字通りの解釈、４）は、論文、研究ノート、ポスター発表、など様々

であるが、本論では「ポスター発表」をについて主に論じる。 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu12/houkoku/attach/1334651.htm


-3- 

 

３．２ 「テーマ」と「問い（Research Question）」の決定 

研究で最も大切なことは、研究上の問い（Research Question）を明確に示すことであ

る。それが示されるのが論文の冒頭に位置する「目的」という章である。研究にふさわし

い「テーマ」と「問い（Research Question）」を決めることから始める。自分自身の好奇

心や関心、疑問の生まれる研究テーマでなければならない。また、「テーマ」と「問い」は

疑問形であるべきである。問いを立てることは興味深いことであるが、実に厄介で時間を

要する営みでもある。どのように研究を進めたらよいのか全く見当のつかないもの、理解

が難しいもの、時間がかかり過ぎるもの等は、研究テーマとしては適当ではない。自分の

「テーマ」と「問い」が、以下の項目に当てはまらないかチェックしてみよう。もし該当

する場合は見直しが必要ということになる。 

テーマ： 

問い： 

 

＜「テーマ」と「問い」のチェックリスト＞ 

以下の項目に該当する場合は、チェックボックスに☑と記入する 

□ 大きすぎないか？ 

（例）人間とは何か？どうすれば世界平和が実現できるか？←（大きすぎて収拾がつか

なくなる） 

□ すでに解明されていることではないか？ 

（例）飛行機はなぜ飛ぶのか？←「自分が知らないから調べる！」では、研究とは言え

ない。 

□ 現状を調べるだけで終わってしまっていないか？ 

（例）〇〇市の若者はどこに流出しているのか？←資料を調べたらすぐに答えが出る。 

□ 論者の強い主張が含まれていないか？ 

（例）法律違反ではないのに、なぜ中高生は茶髪にしてはいけないのか？←「茶髪でも

よいではないか！」 

という結論が問いの中に含まれている！討論（debate）のテーマにはなるが、論文

のテーマにはならない。 

□ すぐに答えが出てしまわないか？ 一般的な常識・情報を調べるだけにならないか？ 

 （例）熱中症を予防するための方法とは？←エアコンを使用する、こまめに水分を摂取

する、など常識の範囲で解答が可能。 

□ マジックワード満載になっていないか？ 

 （例）自分らしく生き、自ら考え、行動できる子供を育てる教育とは？←マジックワー

ド満載 

    マジックワードとは、「聞こえはよいが抽象的で具体的に何を意味するかわからない言葉」 
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        （岡本（2017, p.59）・宅間（2007, p.35）を参考にし、さらに芝野の助言に基づき作成） 

 

４． データ・情報収集について 

図書、雑誌、新聞など、さらにはオンラインデータベースやWEB サイトを用いながら探

究活動を進めていくことで、知的生産性は上げていきたい。「ジャパンナレッジ」など学校

で使用できる手段を上手に活用していきたい。以下に、参考資料を探すためのツールにつ

いて触れる。 

 

＜参考資料を探すためのツール＞ 

名古屋中学校高校図書館OPAC（オンライン目録）の検索だけで必ずしも参考となる資料

に出会えるというわけではない。以下に、参考資料を探すための方法をいくつか紹介した

い。 

１）書誌（本を探すためのツール） 

 ａ 『日本件名図書目録』：その年度に発行された本を件名（キーワード）から引くこと

ができる。 

 ｂ 『日本書籍総目録』：その年度までに発行され、現在も出版されている本を、書名あ

るいは著者名から引くことができる。 

２）日本十進分類法を利用して、直接書架にあたる。 

３）一冊の本が用いた参考資料から探す。 

 ａ テーマに該当する本を一冊見つけると、その本が用いた参考資料も同時に自らの参

考資料となる場合が多い。巻末や章末などにまとめて参考資料が挙げられている。参

考資料が挙げられていない場合は、「研究における参考文献として相応しくない」と

判断できる。 

４）その他、書店のOPACを利用する方法、名古屋市図書館ホームページから近くの図書

館に希望する参考資料を取り寄せする方法がある。 

５）電子メディアの特徴 

ａ オンラインデータベース：百科事典や新聞などの活字メディアを電子化したものは、

発信者が明確である。 

（例）ジャパンナレッジ ブリタニカ・オンラインなど 

ｂ WEB サイト：さまざまな個人や団体がインターネットを使って情報を不特定多数

に公開しているが、発信者が不明確で真偽の確認ができないものが多い。したがっ

て、そのような情報を参考文献に用いることは適切ではない。 

（発信者が不明確な例）Wikipedia はてなキーワード ニコニコ大百科 まとめサ

イト等 

 ｃ 信頼できる情報の例 ： 政府・地方行政、企業、研究所、大学等の公式ＨＰなど。 
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４．１ 文献を引用するということ 

研究論文を書く上での基本ルールとして、「引用」の仕方と「著作権」について確認した

い。「研究」とは個人 / 集団の試行錯誤の結果得られた知的財産である。血と汗と涙の結

晶であると言っても過言ではない。いかなる理由があろうとも、その知的財産を盗むこと

（「剽窃・盗用」）は許されない。学習者、研究者、人として、本紙で示す正しいルールに

則り、研究に臨まれたい。５．「文献の示し方」に関しては、様々なスタイルが存在するが、

本論では、2005 年 4 月に立教大学大学院異文化コミュニケーション研究科で作成された

The Rikkyo Styleを基に、Nagoya Gakuin (NG) styleを立案 / 提案するものとする。 

 

４．１．２ 引用とは何か（自分の意見と他人の意見を区別する） 

引用とは、研究論文を書く際に、自分の意見と主張を客観的に裏付けるために、他人の

研究成果、意見や考えなどを自分の研究論文の中で紹介することを言う。その時に、他人

の研究成果、意見や考えなどをあたかも自分のものであるかのように使用することを「剽

窃・盗用（plagiarism）」と言うが、それは決して許される行為ではない。アメリカの大学

院では剽窃行為によって退学処分を受ける学生が後を絶たないと言われている。もちろん

日本も例外ではなく、一度でも剽窃行為をした研究者は、研究者としての地位を失うこと

になる。このことについて、ある大学院の研究科のHPで以下のように記されている。 

 

剽窃・盗用をすれば、将来にわたっての研究者としての生命を失う場合もあります。

アメリカの多くの大学院では、剽窃・盗用があった場合には、退学となり、他の大学

の大学院に移籍することも不可能になるという厳しい処分が科されるほどです。 

（ https://www.waseda.jp/fpse/gsp/assets/uploads/2019/04/aed364ad1c775b2c7384c699

ae3c878c.pdf ）早稲田大学大学院政治学研究科HPより 

 

あらゆる学問と研究は、先人の生み出した知識の蓄積と自身の試行錯誤によってのみ、

前進することができる。批判するにせよ賛同するにせよ、他人の研究成果、意見や考えな

どに敬意を払いつつ、それらとの関係を見極めた上で、自分の意見と主張を組み立ててい

くことが大切である。 

 

４．１．３ 著作権を尊重する ―剽窃（plagiarism）は、倫理に反する行為 

先に述べた方針を法的な観点から整備したものが著作権である。著作権は、文書のみな

らず音楽、映像、絵画など各人の創意工夫に基づく様々な作品を対象とするが、ここでは

学術出版物（書籍、論文、雑誌記事）について説明する。 

 他人の著作物を引用したり、自分の主張の出典にしたりする場合、必ず「著作権」を遵

守しなければならない。具体的は、著作者名、本の題名、出版社名、出版年、参照したペ

ージといった書誌事項を明らかにする必要がある。その原則を守らないと、自分の意見と

https://www.waseda.jp/fpse/gsp/assets/uploads/2019/04/aed364ad1c775b2c7384c699ae3c878c.pdf
https://www.waseda.jp/fpse/gsp/assets/uploads/2019/04/aed364ad1c775b2c7384c699ae3c878c.pdf
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他人の意見が区別できなくなり、剽窃や盗作といった不正行為に繋がってしまう。 

 同様に、インターネット上の文書とデータも著作権の対象となることを覚えておきたい。

出典を示すことなく、いわゆる「コピペ」で論文を作成することは、紛れもない不正行為

である。インターネット上の情報源を利用する場合は、作成者名、文書・資料名、URL、

閲覧年月日を明示しなければならない。 

 

４．２ 引用について 

４．２．１ 間接引用（要約）のスタイル 

 間接引用とは、ある著者の意見や主張などを理解した上で、元の文章を使わずにそれを

自分の言葉に置き換えてまとめることを言う。著者の真意がどこにあるのかを丁寧に追い

かけ、無理のない形で著者の意見をまとめることが大切である。間接引用した文献注は、

引用の最初につけ、「著者名」「出版年」「ページ」の順番で記載する。著者名の表記は、苗

字（family name）のみでよい。 

 

◇「間接引用」の例：元の文章を使わず、要約して引用する 

〈引用元の文章〉言語には差別的機能が備わっており、英語も例外ではない。人間にはもともと、自分

や自分の属しているグループには、プラスのレッテルを貼り、他人や他集団 ― 特に敵対視していたり、

軽蔑、あるいは支配している場合 ― に対しては、マイナスのレッテルを貼り、差別しようという意識

があるようだ。 津田幸男（1990）．『英語支配の構造』第三書館． 

 ↓ 

間接引用例 津田（1990, p.52）によれば、言語は差別性を有し、自己の属する集団には

正のイメージを、他者の属する集団には負のイメージを植え付ける傾向にある。 

 

４．２．２ 直接引用（抜粋）のスタイル 

直接引用は、あるテキストの中の文章をそのままの表現で引用することを指す。引用箇所

は、一字一句そのまま抜き出す。自分の意見と区別するために、改行し 2語以上スペース

を空け字体を変える。 

 

◇「直接引用」の例：元の文章をそのまま引用する 

〈引用元の文章〉私たちが慣れ親しんできた「教養」、そして「文化」の概念は、近代国民国家の形成

過程で発見され、正典化されてきた構造物である。 吉見俊哉（2011）．『大学とは何か』岩波書店． 

 ↓ 

直接引用例 我々は大学において「教養」や文化について学ぶが、その成り立ちについて

は以下のような指摘がなされている。 

私たちが慣れ親しんできた「教養」、そして「文化」の概念は、近代国民国家の形成過
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程で発見され、正典化されてきた構造物である。 吉見（2011, p.89） 

 

４．３ 文献の示し方 

本論では、「引用文献」を、１）４．２．１で示した引用文「間接引用（要約）」と、 ４．

２．２で示した「直接引用（抜粋）」の２つとし、「参考文献」を、本文中には引用してい

ないが、自分の意見と考えを展開する上で参考にした文献、と定義するが、一般的には、

全てまとめて「参考文献」と表記する場合が多い。しかしながら、少しでも他者の考えが

加わっている場合は、可能な限り具体的に表記するように心がけたい。 

以下に、文献の表示例を示す。文献表示の仕方は、いくつかのスタイルがあるが、以下に

示すスタイルを NG（Nagoya Gakuin）Style とする。なお、文献リストは、文末に示す

のが一般的である。 

（外国語の本・論文の示し方は、本論では割愛するが、必要に応じて別途指示するものとする） 

●日本語の本 

・編集者がいなくて、全ての章を一人の筆者が書いている場合 

吉見俊哉（2011）．『大学とは何か』岩波書店． 

 （著者）（発行年）  （書名） （出版社名） 

・複数の章を異なる著者が書いて、編著者がいる場合 

 森一夫（2001）．「理科はなぜ離れられてしまったのか」左巻健男，苅谷剛彦編著． 

（著者）(発行年)   （引用する章のタイトル）      （編著者名） 

『理科・数学教育の危機と再生』岩波書店． 

     （書名）      （出版社） 

●論文 

・日本語の場合 

 中野由美子（1974）「階層と言語 ― 教育社会学における言語研究の位置づけ ―」 

（著者） (発行年)        （論文のタイトル） 

教育社会研究，29 (0)．  146-160 

  （雑誌名） 巻数・号数 (論文の頁) 

●新聞 

・鳥飼玖美子（2010.10.20）．「オピニオン インタビュー：これからの英語」『朝日新聞』朝刊，15頁．  

（著者） （掲載年月日）       （記事のタイトル）       （新聞名）  （頁数） 

●インターネット上の資料 

・坂本真樹（2001.5）．『認知言語学とその周辺』第 6回人間コミュニケーション学研究会発表資料 

（作成者）（公開日）          （Webページのタイトル） 

 http://www.hc.uec.ac.jp/act/ken/k06/sakamoto0203.pdf より 2010年 12月 10日情報取得 

           （URL）             （アクセスした日付） 

５．「論文構成」の考え方 

http://www.hc.uec.ac.jp/act/ken/k06/sakamoto0203.pdf
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ポスター発表とは言うものの、「論文作成」という学術的な活動を経なければならない。

論文を作成するときに役に立つのは、１）「序論」２）「本論」３）「結論」という考え方で

ある。 

１）序論では、「問い（Research Question）を示す」、「問いにオリジナリティがあること

を示す」、「問いに答える道筋を示す」ことが求められる。 

２）本論は「結果」と「考察」の二つに分かれ、「結果」では立てた問いに対する答えを出

すときに根拠となる具体的なデータを示す。「考察」は、なぜそのような結果になったの

か、理由を考え説明する。 

３）結論は研究全体のまとめである。結論だけを読んでも論文全体の内容が一目でわかる

ものが優れた論文と言える。 

 

〈論文の６つの基本構成〉 

序

論 

① 問う 目的（Introduction）自分の研究で明らかにしたい問いを示す 

② 調べる 
先行研究（Introduction） 

関連する先行研究を紹介し、本研究のオリジナリティを示す 

③ 選ぶ 
資料と方法（Material and Method） 

問いを明らかに論証するためのデータの概要と方法を示す 

本

論 

④ 確かめる 
結果と分析（Result） 

分析を経た調査の結果を示し、問いに答える 

⑤ 裏付ける 
考察（Discussion） 

なぜそのような結果になるのか、理由を考える 

結

論 
⑥ まとめる 

結論（Conclusion） 

① 〜⑥の論証のプロセスを要約し、今後の課題を示す 

（石黒（2014, p.17）を参考に筆者作成） 

６ ポスター発表について 

６．１ ポスター発表とは何か 

ポスター発表とは、研究の概要をまとめた大判のポスターの前で行うプレゼンテーション

の一形式である。通常のプレゼンテーションとの相違点を以下に示す。 

 ポスター発表 通常のプレゼンテーション 

1. 発表形式 ひとつの会場内で、同時に多数が発表 ひとつの会場で一人が発表 

2. 聴き手 会場内を移動し、興味のある発表を選んで聴く 着席して一つの発表を聴く 

3. 形態 双方向（対話中心） 一方向（発表）＋双方向（質疑応答） 

4. 特色 

聴き手（少人数）の求めに応じた対応が可能な

ので、随時質問に答えたり、興味関心がある点

に絞って詳しく説明したりすることができる。 

一度に多数の人に伝える 

（立教大学 教育開発・支援センター作成資料「ポスター発表のポイント」を参考に筆者作成） 

６．２ ポスター作成の注意点 

a. 離れた場所からでも関心を引く（瞬時に聴き手が興味を持つために） 

・タイトルや見出しの文字を大きくする。 
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・簡潔であり、内容がよくわかるタイトルをつける 

・全体の流れがすぐ分かるようにレイアウトする。 

・視覚に訴える図や表などを取り入れる。 

b. 内容が伝わる（近づいて読む人の理解を促進するための工夫が重要） 

・必要な要素（要旨→序論→本論→結論→参考文献）が揃っている。 

・要素ごとに見出しをつける。 

・読む順番を分かりやすくする（番号をつける、縦列に配置するなど） 

・文章は最低限にとどめ、箇条書きなどを取り入れる。 

・図や表には読み取るべき要点を付記する。 

c. 文字の書体・サイズや色使いなどに気を配る（読む人の立場で、見た目に配慮する） 

・タイトル、見出しだけではなく、本文でも見やすい書体、サイズの文字を使用する 

・行間を詰め過ぎないようにし、適度に余白をとる。  

・色使い方に注意（少なすぎず、多すぎず） 

 

６．３ ポスターの一例 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（石黒（2014, p.17）・岡本（2017, p.139）を参考に、筆者作成） 

 

 

題目（Title）：読者は最初に、タイトルを見た瞬間に興味が持てるか否かを判断する。オリジナ

リティがあり、知的好奇心をくすぐるインパクトのあるタイトルを考えよう！ 

要旨（Abstract）：論文全体の要約として簡潔であることが求められるが、読者を論文に引き込

むために、非常に重要な役割を果たす。読者は、まずタイトルで興味がもてるかを判断し、次に

「要旨」を見て、本文を読むかを判断するものである。 

1. 目的と意義、研究背景など（Introduction）：

目的と意義を明確にし、研究で明らかにし

たい問い（Research Question）を示す。 

2. 先行研究（Previous Study）：関連する先

行研究を紹介し、自分の研究のオリジナリテ

ィを示す。 

3. 研究手法、資料や方法（Material and 

Method）：問いを明らかにするためのデータ

の概要と方法を示す。図や表等を掲載する。 

4. 結果と分析（Result）：分析を経た調査の

結果を示し問いに答える。 

5. 考察（Discussion）：なぜそのような結果

になるのか、その理由を自分なりに考え

る。 

6. 結論（Conclusion）：論証のプロセスを要

約し、今後の課題を示す。 

7. 引用文献・参考文献（Reference）：ルールに従って書こう！ 

「題目」「要旨」「参考文献」だけを見て、その研究の良し悪しを判断されることが多い。それだ

けに、参考文献は重要となる！発信者が不明確なネット情報では、信用されない！ 
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７．「要旨（Abstract）」を英語で書く 

７．１ 英語で要旨を書く意義 

国内外には様々な分野の「学会」や「研究会」が存在し、各学会において、会員が日頃

の研究成果を発表するために、「論文発表」「口頭発表（プレゼン）」「ポスター発表」等の

場が設定されている（COVID-19をきっかけに、オンラインによる発表が増えていて、今

後はそのようなスタイルが主流になっていくのかもしれない）。その発表毎に「募集要項」

が提示されるが、ほとんどの場合「日本語で執筆する場合には要旨（Abstract）は英語で、

英語で執筆する場合には日本語で・・・」という記述がある。参加者が日本語母語話者に

限らないことを前提にしているからである。世界の共通言語が英語である以上、ある部分

は英語で書く必要があるからだ。本論か要旨か、どちらかが英語で書かれていれば、どち

らかの言語に不安がある人でも研究内容をある程度理解することができる。そのような視

点から、将来「学会」の場で研究発表をすることを見据えて、「要旨（Abstract）」を英語

で書く練習をしたい。海外の学会では「全て英語」であることは言うまでもない。 

 

７．２ アカデミック・ライティングとは 

大学に入学すると多くの科目でレポート課題が課せられセミナーやゼミでは発表用の資

料を作る必要に迫られる。このような、大学で求められる（つまり研究の分野で）学術的

な文章を書くことをアカデミック・ライティング（Academic Writing）と言う。「英語で

書く」と言っても、好き勝手に書けばよいというわけではなく、「ある決まった書き方」あ

るいは「定型表現」がある。それらの表現に自分の研究内容を当てはめれば、それなりの

形ができるものである。 

 

７．２．２ 実際の英文例 

以下のAbstract（仮：How to write Abstract in English）を題材に、英文要旨の書き方を

示す。 

Abstract 

This is probably the first time for all of you to work on the project of making a poster 

to present your study; Poster Session.  Therefore, it is thought that you are afraid of 

writing the abstract of your study in English. The purpose of this paper is to inform 

you of the way of writing effectively.  This paper also suggests several rules 

condsidering Academic Writing.  Academic writing is the style that is needed when you 

write an essay, a paper, a thesis and so on.  You need to learn these kinds of rules in 

order to make your abstract better.  It is expected that you will be a successful writer 

if you try to work harder.  

 

Keywords: Poster Session,   abstract,   Academic Writing 
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① 「背景」（理由またはきっかけ）を述べる。 

This is probably the first time for all of you to work on the project of making a poster 

to present your study; Poster Session.  Therefore, it is thought that you are afraid of 

writing the abstract of your study in English.   

＊受動態（～と考えられる）で表現することで、「客観性」をもたせることができる。 

訳 

研究発表をするためのポスターを作る企画（ポスター発表）に取り組むことは、皆さんにとっておそら

く初めてのことでしょう。したがって、英語で要旨を書くことに不安を覚えていることと思われます。 

 

背景例 

・It has been 75 years since World WarⅡended, but even now there are so many 

people who are fighting against the war.   

・This year, Our school is going to Nagasaki on a school trip.  Nagasaki is the place 

which is famous for the atomic bomb… 

・We, our research group is wondering why America delivered the atomic bomb in 

Nagasaki.  

・We learned about the atomic bomb in the class of social studies, but one big problem 

has not been solved.  It is…  That’s why we would like to study… 

 

☆「背景」は、次の「目的」に繋ぐための大切な働きをする。「なるほど・・・だから○○という目的で

研究しようと思ったのか！」と読み手・聴き手が納得できる状況を説明したい。 

 

② 「目的」（何のために研究をするのか、具体的に）を明確にする。 

The purpose of this paper is to inform you of the way of writing effectively.  This 

paper also suggests several rules considering Academic Writing.  Academic writing 

is the style that is needed when you write an essay, a paper, a thesis and so on. 

訳 

本論の目的は、みなさんに効果的に書く方法をお伝えすることです。本論はまた、「アカデミックライ

ティング」についてのいくつかの規則も提案します。「アカデミックライティング」というのは、エッ

セイやレポートや学術論文などを書くときに求められるスタイルのことです。 

 

使える表現 

・The purpose of this study is to make something clear.  

本研究の目的は～を明らかにすることである。 

・The main objective of this paper is to reveal something. 
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本論の主たる目的は～を解き明かすことである。 

・This paper provides important information about something. 

本論では、～関する重要な情報を提供する。 

 

☆研究は study 論文は paper（reportはNG）で通用する。 

 

③ 「結果・結論」（研究の結果どのようになったか、またはなるだろうと考えられるか） 

You need to learn these kinds of rules in order to make your abstract better.  It is 

expected that you will be a successful writer if you try to work harder. 

訳 

みなさんの「要旨」がよりよいものになるようにこれらのルールを学ばなければなりません。一生懸命

取り組めば上手に書けるようになることが期待されます。 

 

使える表現 

The study concludes that A is much to do with B. 

研究結果によると、AはBと大いに関係があるということである。 

We conclude that nothing is more precious than peace. 

結論としては、平和ほど尊いものはない。 

 

☆「～と結論づける」は、The study concludes that… またはWe conclude that… でよい。 

 

７．２．３ 英文要旨を書く上で、想定される疑問 

過去に問われた質問内容を参考にして、以下にQ&Aスタイルで示す。 

Q1. 英語に自信がないので「グーグル翻訳」などで英文を作ってもいいですか？ 

A1. グーグル翻訳を否定するわけではありませんが、その類のものは、自分の意図するこ

とが必ずしも正確に翻訳されるわけではありません。何よりも自分が理解できない表現を

他者に提示するほど無意味なことはありません。グーグル翻訳のコピペも「剽窃」の考え

に近いので、大学では厳しい指導の対象となります。絶対にやめて下さい！表現例を確認

するために翻訳ソフトを使用するのは構いませんが、これまでに英語の授業で学習してき

た文法・語法や vocabularyを使って自分の言葉で表現する努力をして下さい。「苦労して

英文を執筆する」という行為も含めて、今回の研究における「学び」となりえます。 

 

Q2. 「これまでに英語の授業で学習してきた文法・語法や vocabulary を使って自分の言

葉で表現する」とはどういうことですか？ 

A2. 先に示したAbstractを題材にし、英文の後ろに「成句」と「文法・語法」をまとめま

す。 
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This is probably the first time for all of you to work on the project of making a poster 

to present your study; Poster Session.  Therefore, it is thought that you are afraid of 

writing the abstract of your study in English. The purpose of this paper is to inform 

you of the way of writing effectively.  This paper also suggests several rules called 

Academic Writing.  Academic writing is the style that is needed when you write an 

essay, a paper, a thesis and so on.  You need to learn these kinds of rules in order to 

make your abstract better.  It is expected that you will be a successful writer if you 

try to work harder. 

・work on：取り組む  

・to present：～発表するための（不定詞形容詞用法） 

・therefore：したがって 

・it is though that SV：S が～だと考えられる（受動態＋形式主語） 

・be afraid of： ～を心配している 

・inform A (人) of B (もの)：AにBを伝える  

・effectively：効果的に  

・suggest：提案する 

・the style that is needed：必要とされるスタイル（受動態＋関係代名詞）  

・an essay,・a paper・a thesis：エッセイ・研究論文・学術論文  

・need to learn：～する必要がある（不定詞）  

・in order to make your abstract better：要旨をより良くするために（不定詞＋VOC構

造）  

・it is expected that SV：Sが～だと予想される（受動態＋形式主語） 

 

以上、中学校で学習する文法語法が多く含まれています。これらの表現と、６．２で提示

したAcademic Writing のスタイルを併用し、より自然な英語を目指して下さい。 

 

Q 3. 要旨（Abstract）を英語で書く場合に、どれくらいの量を書けばよいの？ 

A 3. 「100～150語程度」という考え方でよいと思います。論文の要旨に限らず、たとえ

ば大学入試で出題される Essay Writing（自分の考えを述べる文）も、同じくらいの語数

が要求されますので、日頃からその程度の英文が書けるように練習するのもよいでしょう。 

 

８．ポスター発表の実際 

８．１ 発表本番で留意すべきこと 

以下に、実際にポスター発表をする上で留意すべき事項（心構え）を提示する。 

（１）発表前にするべきこと 

・ポスターの横に立ち、聞き手の集まり具合・様子を確認する。 
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・聞き手が数名（3～4名）集まったところで、発表をはじめる。 

・1，2 名しかいなくても、事前に大雑把な説明をしてみるのもよい。その際に、「あと少

しで発表しますよ」と一言添えると、丁寧さが増す。 

 

（２）発表の順序 

① 本日はありがとうございます。 

② 今から○○について発表します。 

③ 本研究は・・・から始め、背景→目的→本論→結論の順番で説明（簡潔に要点を述べ

る） 

＊時間は 5分程度 

＊図や表は、指を差しながら説明する 

＊参考文献に言及する必要はない。 

④以上で、○○の発表を終わります。ご清聴ありがとうございました。 

⑤何か質問はありますか？ ＊質問しやすい雰囲気を作る 

⑥ご質問ありがとうございます。質問にお答えします・・・ 

 

（３）チェックポイント＞（以下の項目に留意し、ポスター発表の練習をしよう） 

□ 声の大きさは適当か 

□ 話す速さは適当か 

□ 間の取り方に気を配っているか 

□ 聞き手全体を見ながら話せているか 

□ 図や表を示しながら説明しているか 

□ 笑顔を作りながら、表情豊かに発表できているか 

＜留意点＞ 

・参考文献は、書いてある通りなので説明する必要はない。 

・ポスターの前で仲間とおしゃべりをしない。確認、修正などの打ち合わせはＯＫ 

・補足の説明文（レジュメ）を用意してもよい。 

・発表時間は 5分程度。無駄なく説明できるように！ 

・参考文献は、書いてある通りなので説明する必要はない。 

 

＜質問に答えられない時＞ 

申し訳ありませんが、今回は不勉強でその質問にお答えできません。今後の課題として勉

強させていただきます。ありがとうございました。    

＊いい加減に答えるより、正直に伝えた方が好感が持たれる。 

 

８．２ 聴き手のマナー 
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発表者の「質問は・・・？」に対して、質問することは聴き手としてのマナーである。誰

かの発表に対して「質問力」を磨くことも将来に向けて大切なことである。 

＜質問内容例＞ 

以下のような順番で対話をする 

①「興味深い発表をありがとうございました」「興味深く拝聴しました」等、まずは発表者

を労う。 

②「ひとつ質問させて下さい」「○○の点についてお聞きします」「××について、もう少

し詳しくお話しいただけませんか？」など、対話が形成されるように心がける。 

③「よくわかりました、ありがとうございました」 

 

９．探求学習ルーブリック  

ポスター発表に限らず、「発表」に対する評価は不可欠である。以下のような「ルーブリッ

ク評価表」を設定することで、留意事項がより明確になるため取り組みやすくなる。発表

を聴く側にとっても、ポイントが整理されているため、よりアクティブに発表を見聞きす

ることが可能になる。ここでは、2020年度中3が文化祭で使用したルーブリック表を示す。

参考にされたい。 

学年テーマ：「祈り」（九州をめぐって～平和・天災・キリスト教～）                                      

 項目 チェック項目 Level 4 Level 3 Level 2 Level 1 

1 テーマ 

テーマに沿った

内容になってい

るか。 

テーマに沿った

内容となってい

る。 

テーマに対して

概ね妥当である。 

テーマに沿わな

い部分が散見さ

れる 

テーマに沿った

内容とは言えな

い。 

2 要旨 

指定語数（80～

100 語）の英語で

記述されている

か。 

指定語数（80～

100 語）の英語で

記述されている。 

Level 4 or Level 1のどちらかで評価。つ

まり、指定語数の英語で記述されてい

るか否か！ 

指定語数から外

れている。英語で

記述されていな

い。 

3 

背景 

目的 

意義 

研究背景および

目的と意義が明

確に記されてい

るか。 

目的と意義の両

方が明確であり

研究内容も伝わ

る。 

研究内容は伝わ

るが目的と意義

の一方が不明確。 

研究内容は伝わ

るが目的と意義

の両方とも不明

確。 

研究内容、目的、

意義全て不明確

で主張が見えな

い。 

4 データ 

データを効果的

に活用している

か。 

図表を示し、研究

に説得力を持た

せている。 

図表を示してい

るが研究を支え

る根拠としては

弱い。 

図表を示してい

るが、研究の根拠

にはなっていな

い。 

図や表をいっさ

い用いていない。 

5 
結果 

分析 

調査結果を示し、

自ら立てた問い

に答えているか。 

結果を示し、問い

に答えている。 

結果は示してい

るが問いの答え

としては不十分。 

結果は示してい

るが問いの答え

になっていない。 

問いの答えがい

っさい示されて

いない。 

6 考察 

調査結果の理由

を述べているか。 

理由を論理的に

示している。 

理由を示してい

るが論理性が弱

い。 

理由を示してい

るが、非論理的で

ある。 

理由にいっさい

言及していない。 

7 
 

参考 

文献 

NG style に従っ

て明記している

か。 

NG style に従っ

て明記している。 

一部NG styleに従

っていない。 

文献を明示して

いるが、NG style

に従っていない。 

文献をいっさい

明示していない。 

8 

 
見栄え 

色使い、配列、図

表など、工夫をし

たポスターか。 

様々な工夫がさ

れていて、とても

惹き付けられる。 

いくらか工夫が

見られ、読みやす

く仕上がってい

る。 

図表は用いてい

るが。工夫をして

いるとは言えな

い。 

文字ばかりで視

覚的な工夫が感

じられない。 
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１０．まとめにかえて ―自律性（autonomy）の涵養を願って― 

本論では、「研究とは何か」に始まり、「データ・情報収集」、「文献の示し方」、さらには

「ポスター発表の具体例」を明確に示し、最終的には「探求学習ルーブリック」の一例も

提示した。ポスター発表に必要なことは全て網羅されていると思われるため、そういう点

では、ポスター発表実践まで到達するに耐えうるものと言える。しかしながら、冒頭で述

べたように、探求学習では「主体性」と「問題意識」を持つことが何よりも重要である。

その二つのファクターを備えていないと、自ら問いを立てることができず、課題発見や問

題解決に繋がらないからである。したがって、日常のあらゆる場面で、「なぜ？」と自ら問

う姿勢を持ち、探究心を持ち続け「自律した学習者（an independent learner）」であるこ

とを目指されたい。 

最後になるが、本論がポスター発表作成に、さらには探求学習に取り組む全ての学習者

にとって有益となり、また、先の「自律性（autonomy）」を涵養するための「動機づけ

（motivation）」の一助を担えば幸いである。 

 

参考文献  

・石黒圭（2014）．『論文・レポートの基本』日本実業出版社． 

・岡本尚也（2017）．『課題研究メソッド』啓林館． 

・立教大学 大学教育開発・支援センター『ポスター発表のポイント』 

https://www.rikkyo.ac.jp/about/activities/fd/qo9edr0000005dbr-att/MoP_FUROKU.pdf） 

より 2020年 7月 21日情報取得 

・立教大学 図書館『レポート作成ガイド ５．引用・著作権』  

 http://library.rikkyo.ac.jp/learning/reportguide/citation より 2020年 7月 29日情報取得 

・宅間紘一（2007）．『論文作成術』日中出版． 

 

引用文献 

・津田幸男（1990）．『英語支配の構造』第三書館． 

・早稲田大学大学院政治学研究科HP 

https://www.waseda.jp/fpse/gsp/assets/uploads/2019/04/aed364ad1c775b2c7384c699ae3c878c.pdf 

より 2020年 7月 29日情報取得 

・吉見俊哉（2011）．『大学とは何か』岩波書店． 

 

＊３．２「『テーマ』と『問い（Research Question）』の決定」と、９．「探求学習ルーブリック」に関し

ては、芝野悦郎氏（名古屋中学校国語科教諭）の助言を受け、執筆した。 

＊４．３「文献の示し方」で提示した NG（Nagoya Gakuin）Style は、立教大学大学院異文化コミュニ

ケーション研究科のThe Rikkyo Style（2005年 4月作成、2010年 9月改正）を参考に作成した。 

＊英文のネイティブチェックは、ピーター・ロー氏（名古屋中学校英語科教諭）に依頼した。 

 

（ 伊藤 清 名古屋中学校 3年 学年主任 英語科 2020年度 ） 

https://www.rikkyo.ac.jp/about/activities/fd/qo9edr0000005dbr-att/MoP_FUROKU.pdf）より2020年7月21
https://www.rikkyo.ac.jp/about/activities/fd/qo9edr0000005dbr-att/MoP_FUROKU.pdf）より2020年7月21
http://library.rikkyo.ac.jp/learning/reportguide/citation
https://www.waseda.jp/fpse/gsp/assets/uploads/2019/04/aed364ad1c775b2c7384c699ae3c878c.pdf
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〈ッカリ副詞〉の考 察 

金井 健太郎 

【論旨】 

語尾形式が「っかり」である副詞を〈ッカリ副詞〉と定義づけ、〈ッカリ副詞〉の特徴を考察す

る。〈ッカリ副詞〉のうち、考察対象に選定した「うっかり」「がっかり」「しっかり」「すっか

り」「ちゃっかり」全てが様態副詞の用法を持ち、また、「（ある特定の語）＋あり」に分解する

ことができる。これらのことから形式上の系統性だけでなく意味上の系統性を見出すことができ

た。 

はじめに 

 「うっかり」「がっかり」「しっかり」「すっかり」「ちゃっかり」など、「っかり」

を語尾とする副詞は数多くないが、語尾形式では系統性が見られる。しかしながら、これ

らの副詞に関する先行研究は管見の限り確認できない。本論文では、語尾形式が「っか

り」である副詞を〈ッカリ副詞〉と定義づけ、〈ッカリ副詞〉の特徴を考察する。 

1. 考察の前に 

 考察の前に、今回考察する〈ッカリ副詞〉の定義、副詞について、考察対象の整理をす

る。 

1.1. 〈ッカリ副詞〉の定義 

 1.はじめに で述べた通り、語尾形式に着目し、「〜っかり」を語尾にもつ副詞を〈ッ

カリ副詞〉と定義する。 

1.2. 副詞とは 

 庵ら(2000)によると、「副詞とは動詞・形容詞・他の品詞を修飾して、動作・状態の様

子や程度、話し手の気持ちを表す働きをする活用を持たない語」と説明している。 

 また、副詞は、動作や状態の様子を表す「様態副詞」、量や程度を表す「程度副詞」、

話し手の気持ちを表す「誘導副詞（陳述副詞）」の3つに分類することができる。 
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1.3. 考察対象 

 『広辞苑(第6版)』1によると、〈ッカリ系副詞〉は「うっかり」「がっかり」「きっか

り」「こじっかり」「しっかり」「すっかり」「ちゃっかり」「てっかり」「でっかり」

「どっかり」「ばっかり」「ほっかり」「ぼっかり」の13種確認できた。この中からより

使用頻度が高いと考えられる「うっかり」「がっかり」「しっかり」「すっかり」「ちゃ

っかり」の5語について考察を行う。 

2. 考察 

考察対象の5語について、辞書上の意味と例文及び語源から考察を行う。 

2.1. 意味と例文から 

 それぞれの語の辞書の記述及び例文から、「様態副詞」「程度副詞」「誘導副詞（陳述

副詞）」の分類を行う。 

 辞書は『広辞苑(第6版)』、『デジタル大辞泉』2、『岩波国語辞典(第8版)』3、及び

『現代国語辞典(第5版)』4を参照した。それぞれの考察対象の語義は、これらの辞書の中

で意味が最も広範的に説明されていた『広辞苑』のものを採用した。なお、それぞれの例

文について『広辞苑』第6版のものは【広】に、『デジタル大辞泉』のものは【デ】に、

『岩波国語辞典』第8版のものは【岩】に、『現代国語辞典』第五版のものは【現】に記

した。複数の例文が掲載されているものは、一番はじめに掲載されたものを採用した。 

 

① 「うっかり」：気が抜けてぼんやりしたさま。 

【広】うっかり忘れた 

【デ】うっかり（と）秘密をしゃべる 

【岩】つまらないことをしてうっかりしゃべってしまった 

【現】うっかり乗り越す。 

② 「がっかり」：❶落胆するさま。❷疲れて気が抜けるさま。 

【広】負けてがっかりする 

【デ】遠足がなくなってがっかりする 

【岩】がっかりなお知らせ 

【現】給料が上がらずがっかりする 

③ 「しっかり」：❶堅固で揺るぎないさま。❷気力が充実していたり精神作用が健全で 

 
1 新村出(2008)『広辞苑(第6版)』岩波書店 
2 小学館『デジタル大辞泉』参照日2020/3/18 
3 西尾実ほか(2008)『岩波国語辞典(第8版)』岩波書店 
4 小野正弘ほか (2019)『現代国語辞典(第5版)』三省堂 
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あったさま。❸量が多いさま。❹十分に、また確実に物事を行うさ

ま。❺市場に活気があり、相場が下落しそうにないさま。 

【広】（記述なし） 

【デ】 ❶ロープをしっかり結ぶ❷しっかり（と）した意見の持ち主 

❸今のうちにしっかり（と）食べておく❹しっかりと勉強する❺（記述なし） 

【岩】 ❶ひもをしっかり結ぶ❷気をしっかりもて。❸（記述なし） 

❹身元がしっかりしている。❺（記述なし） 

【現】（記述なし） 

④ 「すっかり」：❶残るところなくすべて。❷はなはだ。❸思い切りよくするさま。 

❹姿態・服装など、見栄えするさま。❺素早く体をかわすさま。 

【広】 ❶すっかり忘れていた❷すっかりきれいになったね❸ものも言わず寝巻きのまま

にてすっかりと寝て居る男のわきへいかかり❹まずおせいが高くすっかりとして

❺ひらり早業すっかり素鑓（すやり） 

【デ】 ❶金庫の金がすっかりなくなる❷からだはもうすっかりいい❸すっかりとしてよ

いお子様です❹かの後家といふかすっかりとした上しろもの❺（記述なし） 

【岩】 ❶すっかり忘れていた❷すっかり大きくなったね❸（記述なし）❹（記述なし） 

❺（記述なし） 

【現】 ❶すっかり話す❷（記述なし）❸（記述なし）❹（記述なし）❺（記述なし） 

 

⑤ 「ちゃっかり」：行動に抜け目なく、はた目にずうずうしく映るさま。 

【広】ちゃっかりと同乗する 

【デ】案外ちゃっかりしている 

【岩】ちゃっかりと便乗する 

【現】ちゃっかり人の席に座る 

 上記より、①から⑤の〈ッカリ副詞〉は以下のように分類することができる。 

様態副詞 程度副詞 誘導副詞 

①「うっかり」   

②「がっかり」❶ ❷   

③「しっかり」❶ ❷   ❹ 

❺ 
③「しっかり」    ❸  

④「すっかり」  ❷ ❸ ❹ 

❺ 
④「すっかり」❶ ❷   

⑤「ちゃっかり」   

 このことから、〈ッカリ副詞〉は副詞の分類について以下のようにまとめることができ

る。 

・ 今回考察した5語は、すべて様態副詞の意味をもつ。 

・ 考察した5語の〈ッカリ副詞〉には誘導副詞として働くものはない。 
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・ 「はなはだ」の意味をもつ「すっかり」❷ は、例文から考察しても様態副詞・程度

副詞の明確な識別ができなかった。 

2.2. 語源分析 

 それぞれの語源を『日本語源広辞典』5『暮らしのことば新語源辞典』6及び『日本語源

大辞典』7を参照して分析を行う。なお、それぞれの記述について『日本語源広辞典』の

ものは【日語広】、『暮らしのとば新語源辞典』のものは【暮新語】、『日本語源大辞

典』のものは【日語大】に記した。 

 

①「うっかり」 

【日語広】ウカ（ウク）の音便と状態性を表す成分である「り」の複合。 

【暮新語】ぼんやりしたさま、不用意なさまを表す動詞「浮く」と同源のウカを基にす

る。 

【日語大】ウカの音便。 

②「がっかり」 

【日語広】擬音語、ガク、ガクットする、の副詞。ガックリの変化。 

【暮新語】（記述なし） 【日語大】（記述なし） 

③「しっかり」 

【日語広】シカとの語根シカが、音韻変化でシ＋ッ＋カ＋リとなった語。 

【暮新語】（記述なし） 【日語大】（記述なし） 

④「すっかり」 

【日語広】スカが音韻変化でス＋ッ＋カ＋リとなった語。スカの語源は不明。 

【暮新語】（記述なし） 【日語大】（記述なし） 

⑤「ちゃっかり」 

【日語広】擬音「チャッカリ」（抜け目なくおさまっている様子） 

【暮新語】（記述なし） 【日語大】（記述なし） 

 

 なお、『日本語源広辞典』「がっかり」の記述にある「がっくり」の語源を調べたが、

どの語源辞典にも記載がなかった。 

  

 以上より、〈ッカリ副詞〉の成立には「音便を含む音韻変化の結果として生まれたも

の」と「擬音から派生したもの」の2系統あることがわかる。本稿では、まず、5つの考察

 
5 増井金典(2012)『日本語源広辞典』ミネルヴァ書房 
6 山口佳紀(2008)『暮らしのことば新語源辞典』講談社 
7 前田富祺(2005)『日本語源大辞典』小学館 



-21- 

 

対象全てを「音韻変化の結果により生まれたもの」と仮定、音韻変化前の形を推測した後

に各語についての分析を行う。 

 

 考察対象の5語を、促音化前と推定される形に変形すると以下の通りとなる。 

  

 推定される促音化前の形を見てみると、形容詞カリ活用連用形として捉えることができ

る。③「しかり」は知られるとおり「その通りである」の意を持つラ変動詞であり、その

成り立ちは、副詞「しか」または動詞「しく」（及く・如く・若く）＋ラ変動詞「あり」

である。このことから、推定される促音化前の構造は、「（ある特定の語）＋あり」と仮

定することができる。この、ある特定の語を考察することにより、規則性が見出せると考

えられる。 

 

 ①は「うか」または「うく」に「あり」が接続したものと推定される。『暮らしのこと

ば新語源辞典』が解説する、動詞「浮く」の同源である語「ウカ」は「浮浮し（うかうか

-し）」（うわついている、の意）の用例が確認できる8ことから、「うわついている状

態」を表す語として使用されることになったことが理解できる。また、思い通りになら

ず、気持ちが晴れない、つらい、の意をもつ「憂し」が接続したものとも考えられる。気

持ちが晴れず、気が進まない状態、すなわち、「ぼんやりした状態」を表す語として使用

されるようになった、と考えることもできる。 

 ②について、語源は「額」と考えられる。『日本語源広辞典』が解説する擬音は、人の

額＝頭部が急に落ちるさまを描写していることは想像に容易い。 

 ③は前述の通り、副詞「しか」または動詞「しく」（及く・如く・若く）を語源とする

ことが考えられる。動詞「しく」は「及ぶ・匹敵する」の意を持ち、「（理想的な状態

に）及ぶ・匹敵する状態」を表す語として用いられるようになったと考えられる。 

 ④は「すか」「すく」ともに「透」を語源に持つと考えられる。物事を全て見渡すこと

ができる状態を描写したものと考えられる。 

 
8 『日本国語大辞典』「浮浮し」には「仙覚抄」(1269)の例文（たはれとはなびく也。心つよからずして

人の云ことになびくなり〈略〉心浮かれたれば、うかうかしなど云も同じ事なり）掲載されている。ま

た、現代語の「うかうか（としていられない）」も同源と考えられる。 

語 
推定される促音化前の

形 
促音化前の形の構造 

①うっかり うかり うか＋あり または うく＋あり 

②がっかり がかり がが＋あり または がく＋あり 

③しっかり しかり しか＋あり または しく＋あり 

④すっかり すかり すか＋あり または すく＋あり 

⑤ちゃっかり ちゃかり ちゃか＋あり または ちゃく＋あり 
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 ⑤は語源を明らかにすることができなかった9。 

 

 以上より、語源分析を通じて、以下のことを明らかにすることができた。 

・ 〈ッカリ副詞〉は「（ある特定の語）＋あり」に分解することができる。 

・ 上記のある特定の語は（今回の考察対象では）全て語末がカ行である。 

・ ある特定の語は、⑤を除き、中世には使用例が存在する。 

3. まとめ 

 以上の考察より、〈ッカリ副詞〉について以下述べることができる。 

・ 今回考察した5語は、すべて様態副詞の意味をもつことから形式上の系統性だけでな

く、意味上の系統性を認めることができる。 

・ 〈ッカリ副詞〉は「（ある特定の語）＋あり」に分解することができ、この際の

（ある特定の語）は古語として認められるものが多いことから、古語を踏まえた意

味定着をしたものと考えられる。 

 しかしながら、今回の考察を通して以下の疑問が浮上した。 

・ 〈ッカリ副詞〉の成り立ちと類似する形容詞カリ活用との関連性。古語形容詞はそ

の後活用の種類が１種類に収束していったが、〈ッカリ副詞〉として残存するもの

と、古語形容詞をルーツにもつ現代語形容詞として残存するもの、あるいは現代形

容詞としては残存しない、廃れていってしまった古語形容詞それぞれの特徴の有無

は何か。 

・ 「（ある特定の語）＋あり」の、（ある特定の語）が促音化した意義。促音化によ

り現代語として残存していると推定されるが、促音化のもつ効果は何か。 

 

4. 参考文献 

・ 庵功雄（2000）『初級を教える人のための日本語文法ハンドブック』スリーエーネッ

トワーク 

・ 工藤浩（2009）『改訂版日本語要説』ひつじ書房 

・ 佐藤武義編（1995）『概説日本語の歴史』朝倉書店 

 
9 「ちゃか」の音および表記を持つ、状態・性質を表す語は管見の限り見つけられなかった。「ちゃく」

は「着」「箸」「嫡」など、状態・性質を表す語はいくつかあるものの、「ちゃっかり」の意味に繋がる

ものは確認することができなかった。 

（ 金井 健太郎 名古屋中学校 2年 国語科 2020年度 ） 
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[figure2

] 

Living in a Colorful World 

Shunta MIZUTANI 

 

“Color, it is jointing our brain and world.’’  This text made by Paul Cezanne who is French 

artist. He was very conscious of color because a lot of people have evaluated his paint. I 

believe that he insisted color is very important our life, and indeed it is correct.                       

You always and consciously think about color in daily life, and Color is able to change your 

mind into more wealthy. For example, traffic right which you have to stop while flashing red, 

and coordinating something is exciting for you. If you have smartphone, change the screen in 

full color to only black-and-white. You will soon get tired of using smartphone and you should 

notice that color is exciting element of your life. 

So, I want to insist color is wonderful, and I think that 

color is essential to art. Some people think about the most 

element of art is not color but others. Naturally, in art, it is 

important to think about composition. However, good arts 

must have good colors. When great artists paint picture, 

they deeply think about what color do they use and color 

combination. I have most favorite artist, Johannes Varmeer, 

who comes from Delft in the Netherlands. The number of 

his paintings are left only about 30 now, and he expressed 

delicately soft right and fantastic harmony of color in few his paintings. Moreover, he was 

particular of dye of blue, is not just blue. He used “lapis lazuli”. It is dye of blue, deep blue and 

very fascinating. However, it is very expensive because it is precious jewelry. When Varmeer 

draw painting, he was poverty. In spite of he used this dye. I think that this is because he loved 

lapis lazuli and wanted to convey charm point, lapis lazuli shining in his paintings.[figure1]                                       

Artist who is particular of color is not 

only Varmeer but also other artist. “A 

Sunday Afternoon on the island of La 

Grande Jatte” which is made by Georges 

Seurat too. [figure2] This is because this 

picture painted by every color point. I think 

it imply Seurat rely on color. Therefore, 

artist must be conscious of color and 

satisfy with them. 

 

[figure1] 
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[figure3] 

We also generally feel so happy when 

we watch colorful good pictures. The 

other day I met one of the free style 

female artist, Ruru. Then she painted 

colorful cute animal characters on the 

wall where is hospital for children. 

[figure3] She wanted to feel as happy as 

possible to children by her painting. I 

moved, and I want to listen her actions. 

She told me what I want to know. She 

had holding solo exhibition, making 

original T-shirt, and so on. I was very interesting one of her action, painting on the wall of 

school in Malawi. I wanted to more, and she told me “I have account of Instagram, so you can 

check it.” Afterward, I checked her Instagram and search about this school. Malawi is located 

in south east Africa, and the school is relatively common. The school has 1800 students and 

their age is from 5 to 15. You can easy to imagine that it is gathering up the school which is 

include half of kindergarten, elementary school and junior high school in japan.  She painted 

the wall which is made by concrete, so it is naturally solid-color before she painted. After she 

finished to paint wall, I can notice that students in this school seems to get more happiness in 

her Instagram. This fact show that colorful art can bring us feeling which is about happiness. 

Moreover, as wall painting of Malawi school, it sticks firmly to daily life for school students, 

and this art can remain for a long time. Therefore, continuing colorful arts can make 

continuing happiness. [figure4,5] 

[figure4] [figure5] 
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Now, we should understand nowadays circumstances which we have to immediately solve 

in the world, it is refugee problem, North-South problem, discrimination against woman 

problem and so on. Victims of this problems are not able to get physical health and mental 

health. Especially, patient of mental ill is very serious. They are hard up and feel hard to live, 

and the worst case, they try to kill themselves. You cannot believe it, and it occurred from all 

over the world. 

 In addition to this problem, terrible virus, Corona Virus Disease in 2019 [COVID-19], 

recently spread all over the world. Because of scientists don’t finish to make a vaccine for 

COVID-19 yet, A lot of people get scared for COVID-19. Many countries government 

enforced strictly the order for their nations. When you infect COVID-19, we have to keep on 

infectious patient in quarantine. Isolated patients seem to get stress, and may get mental ill.  

 How we live with “ART” in these world circumstances? A lot of governments of countries 

try to flexibly deal with problems of circumstances. They adopt online system to help people 

without going home. I think that we should built art museum to use online and colorful art. As 

Ruru made Malawi student’s happiness to paint colorful picture on the wall, make online art 

museum tour which exhibit colorful art! And we can get happiness when we watch colorful 

art. This is because colorful art which artist deeply think and make. It is common to Varmeer, 

Seurat, Ruru and every artist. Moreover, this project is really realistic. In japan, budget of 

agency for cultural to support art action is left over 20 billion yen, and French government and 

invest for art, so we can action to make colorful world right now! 

 Living with “ART” in 2020. It is living with colorful art and getting happiness! 

 

List of figures 

[figure1]https://ja.m.wikipedia.org/wiki/%E7%9C%9F%E7%8F%A0%E3%81%AE%E8

%80%B3%E9%A3%BE%E3%82 

[figure2]https://ja.m.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%

83%89%E3%83%BB%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%83%83%E3%83%88%E5%B3

%B6%E3%81%AE%E6%97%A5%E6%9B%9C%E6%97%A5%E3%81%AE%E5%8D

%88%E5%BE%8C 

[figure4]https://www.instagram.com/p/BjfLU9ZgnVy/?igshid=191ri5u4at1x3 

[figure5]https://www.instagram.com/p/BjtlvF6ARi1/?igshid=jgi9cs7poj92 

 

( 水谷駿太 名古屋高等学校 3年生 2020年度 ) 
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C O V I D - 1 9 による避難生活の変化 

～愛知県内の自治体アンケートを通して～ 
 

城 裕一朗   太田 匠 
 

はじめに 

2020年初頭より、新型コロナウイルス

感染症（COVID-19と呼称）が世界的に蔓

延し、日常生活に大きな影響を及ぼしてい

る。我々学生も例外でなく、学校の長期休

校や分散登校などにより学校施設の利用が

不自由になることも多い。そこで、本校も

避難所に指定されていることを踏まえ、

COVID-19が避難生活に影響を与えるの

か、さらにはその場合に考えられる問題点

と対策について調査し検証を行った。 

 

①-1避難生活の変容に関する文献収集 

避難生活が COVID-19により変化するこ

とは、国や様々な専門家による指針からお

よそ明らかである。そもそも日常生活にお

いて大きな様式変化が強いられている以

上、当然のことと言える。コロナ禍前より

避難所での感染症対策は専門家により研究

が進められてきたが、これらは避難所で感

染症が発生することを防ぐ目的で主に策定

されており、市中感染のおそれがある状況

下では、従来より更に厳重な対策が必要と

なる。具体的には、避難スペースあたりの

収容人数の削減やパーテーションの設置、

さらには受付からのゾーニング等の対策が

地方自治体によって定められる。 

 

避難所における感染症対策として特に必

要となることをまとめる。 

まず避難者として日常的な感染症対策を

徹底すること、そして避難所以外に安全な

避難先を検討する『分散避難』などが挙げ

られる。日常的な感染症対策とは言うまで

もないが、特に避難所において重要となる

のが空気の循環と手指衛生である。この重

要性については後程触れる。 

次に避難所運営者として避難所で行うべ

き対策をまとめる。避難所には感染症に罹

患している可能性がある（あるいは罹患し

ていないと証明できない）人が多く避難し

てくるが、空気の悪いスペースに密集する

ようなことがあっては爆発的な感染の拡大

を生みかねない。そのため「三つの密（密

閉・密集・密接）」を避け、避難所での感

染リスクを軽減する必要が大いにある。ま

た感染症の症状がある避難者を隔離し、受

付から生活空間を完全に分離する「ゾーニ

ング」を計画的に行っていく必要がある。

なお、陰性証明を入所の条件とするなどと

いった対策は人道的でなく、災害時の混乱

の中で要支援者の孤立を生みかねないとい

った理由から、実行は現実的でないとし割

愛する。 

 

①-2国・地方自治体及び専門家の指針 

 COVID-19蔓延による災害対応への影響

について、国が最初に方針を打ち出したの

は令和二年四月一日である。日本国内で最

初に感染が確認されたのは一月中旬であ

り、その後政府はクルーズ船対応、小中高

校の一斉休校、緊急事態宣言発出の法改正

などの対応に追われた。残念ながら国の感
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染対策は功を奏さず、令和三年九月現在も

感染拡大は完全に収まっていない。 

 内閣府から令和二年四月一日に発出され

た「避難所における新型コロナウイルス感

染症への対応について」によれば「新型コ

ロナウイルス感染症の状況を踏まえ、感染

対策に万全を期」した上で「通常の災害発

生時よりも可能な限り多くの避難所の開設

を図るとともに、ホテルや旅館の活用等も

検討」し、「避難者に対して手洗い、咳エ

チケット等の基本的な感染対策を徹底す

る」と同時に「避難所内については、十分

な換気に努めるとともに、避難者が十分な

スペースを確保できるよう留意する」こと

が国より各地方自治体に要請されている。

地方自治体はこれにより COVID-19を想定

した避難所運営の計画作業に追われること

となるが、自治体の中でも一部では、国の

要請を待たずに避難所運営に関する問題提

起を行い、計画を独自に進めた自治体が存

在することが分かってきた。 

 その後内閣府から発出された通知によ

り、代替避難施設としてホテル・旅館等を

活用することや避難所での感染症対策に必

要な参考資料等が追って示された形とな

る。しかし先に挙げた自治体はこれらの情

報を待つことなく独自に計画を始めたこと

について着目したい。 

 

②-1愛知県内の全自治体アンケート調査

の概要 

 前章で触れたような地方自治体独自の取

組について調べるため、筆者ら本校減災チ

ームは愛知県内の全自治体を対象に FAX・

Googleフォームを利用したアンケート調

査を行った。調査期間は令和二年十月から

同年十一月までで、有効回答は 34の自治

体である。以下では、アンケート調査にお

ける各質問項目について自治体の回答を集

計したものについて述べる。 

②-2 ⑴計画始動の独自性と完成時期 

 まず、「自治体が避難所での感染症対策

を策定するにあたり内閣府からの要請を待

って始動したか否か」と「避難所での感染

症対策の計画はいつ頃完成したか」という

二つの問いの相関について調べた。なお、

計画の「完成」とあるが、避難所での感染

症対策ほか防災計画は常に改訂されてゆく

ものであり、自治体内で暫定的な方針を計

画としてまとめた段階について問うている

ものであることについて認識を共有してお

きたい。 

 
 X軸は令和二年四月からの時系列、Y軸

は同月に計画を完成した自治体数を表した

ものである。そのうち青く表記された部分

は自治体独自に計画を始動した A群、赤く

表記された部分は国・県からの要請を受け

て計画を始動した B群を表す。 

 根拠①で触れたとおり、内閣府から最初

の通知が発出されたのは令和二年四月一日

であり、同月中に二つの自治体が避難所で

の感染症対策に関するマニュアルを完成さ

せたと回答した。これはいずれも自治体独

自に計画を始動した A群である。五月以降
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は B群も見られ、特に B群の完成時期は五

月から八月に集中している。A群と比較す

ると最速での完成時期について一か月の遅

れがある一方、八月までに概ね完成してい

る。従って A群は完成時期が特に早くなり

得る一方完成まで時間を要する場合があ

り、B群は完成時期について若干の遅れを

生む可能性がある一方ある程度の水準にお

いて完成時期の収束が認められる。なお、

集計時点で計画が未完成であると答えた自

治体は両群ともに２自治体であり、未完成

割合に明確な差は認められない。 

 

②-2 ⑵避難所の定員削減 

 次に、「避難所あたりの収容定員を削減

するか否か」について訊ねた。これは内閣

府の通知群に基づく、「避難者が十分なス

ペースを確保する」ことができるか否かと

関連して、避難者同士の間隔や新規避難ス

ペースなどを調整した上で避難所あたりの

収容定員を削減するかを問うたものであ

る。グラフの白色部分が定員を減らさない

自治体であり、以下青色が濃くなるほど定

員削減の割合が大きい自治体を表す。また

定員について検討中の自治体は 14パーセ

ントである。

 
 定員を全く減らさないとする自治体は全

体のわずか 17パーセントにとどまり、削

減の程度に差はあるものの 69パーセント

もの自治体が定員を削減するとしている。 

 全体として散らばりを見ると、「全く減

らしていない」自治体と「少なからず減ら

した（20～40%）」「大幅に減らした（40%

～）」に大きく振れ、およそ両自治体群の

二極化が認められる。筆者はこれについ

て、両群の間には計画内容に大きな差があ

るのではないかと考え、追加の電話取材を

行った。 

 

②-3 電話での個別追加取材 

 まず、定員を全く減らしていない自治体

に話を聞いた。避難所での感染対策をとる

ためには通常の避難計画よりもスペースが

多く必要となるが、不足分を避難所の本来

解放される予定のない敷地を活用し避難所

として使用するという対策が聞かれた。具

体的には、学校に隣接する学童保育スペー

ス（トワイライトスクール等）や学校校舎

等である。特に学校校舎を開放するという

ことは防災上大きな進展である。従来では

児童生徒のプライバシー保護や授業再開の

遅れに対する懸念などから校舎の利用が進

んでいなかった。今日のコロナ禍を鑑みた

緊急措置という位置づけであるため、今後

はこれらの懸念事項を念頭に置いた対策を

施す必要がある。 

 定員を大幅に減らした自治体は、校舎や

市の管理する施設等の避難スペース拡張を

行っても場所が足りず、止む無く定員削減

に踏み切ったことが分かった。国の指針に

もあるが、避難スペースとして一時的に民

間の宿泊施設と提携した自治体もあった。

このように、各自治体で避難スペース拡張

に力を入れているものの、実際に確保でき
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る敷地には自治体ごとに差があるようであ

る。 

 

③-1 避難所宿泊訓練における検証の概要 

 前章までで分かったことを踏まえ、本校

における避難所宿泊訓練において実践・検

証を行った。検証は本校減災チーム顧問ら

による監督のもと、感染対策を重視し、外

部から人間が出入りしない限定的な形式で

行われた。検証内容は、「エントランスの

ゾーニング」「エントランス内の循環」

「手指衛生」などである。 

 

③-2 避難所内のゾーニングと空気循環 

 ゾーニングとは感染の疑いがある汚染さ

れたエリアとそうでないエリアを分けるこ

とであるが、避難所運営では特に感染の疑

いがある避難者をそうでない避難者と隔離

し、生活空間を完全に分離することを意味

する。これは避難所の受付時から行うこと

で更なる感染対策の徹底につながる。今回

は受付を行うであろう玄関とエントランス

内部をどのようにゾーニングすべきか、パ

ーテーションを用いて確認した。 

 そのうえで、エントランス内の循環につ

いて確認した。感染疑いエリアと非発熱者

エリアではそれぞれ別に換気を行う必要が

あるため、先に触れたパーテーションを設

置した状態で、体育館に備蓄されている大

型ファン 4基をエントランス四隅の出入り

口付近に配置し稼働させて循環を調べた。

エントランス内の循環は各所に配置したメ

ンバーが線香の煙を用いて簡易的に風向を

計測した。以下に比較画像を掲載する。 

 

 
 上がファンをつけなかった場合、下が校

舎の北から南に向けて風を流した場合であ

る。ファンをつけない場合では風向が混在

し循環が不十分であるのに対し、一定方向

の風を送り続けることで風向が制御され、

循環が改善されたことがうかがえる。無論

厳密な検証とは言えないが、ファンの有無

により循環に大きな差があることを確認す

るには充分であったと考える。 

 一方、課題も散見される。まず電源につ

いてだ。電動ファンを運用するには大量の

電源を必要とするが、避難所において貴重

なリソースである電源をどれだけ割けるの

か不透明である。また騒音が大きいことや

風力の調節が難しいことなどから避難スペ

ースの快適性を幾分か妨げる可能性もある

ため検討が必要である。 

 

③-2 手指衛生 



 

-30- 

 

 手指衛生についての検証では、手洗いが

十分かチェックする模擬汚染物質の蛍光塗

料を用い、感染者役の生徒一人が手に同塗

料を塗布した状態で約一時間ワークショッ

プを行った。結果、ワークショップを行っ

た生徒全員の手に塗料が付着し、ワークシ

ョップ内で接触したと思われる机や椅子等

にも塗料の付着が認められた。非感染者役

の生徒のマスクや眼鏡等身の回り品にも付

着が確認され、手の汚染では特に爪や指間

に多く見られた。約一時間で全員の手に汚

染が広がった結果となった以上、数日間に

わたる避難生活において手指衛生の重要性

ほか、自主的な感染症対策の必要性が改め

て明らかになった形となる。しかし衛生物

資の不足しがちな災害時、手指衛生に必要

な備品をどのように確保するかは各避難所

の力ではどうにもならない場合が多く、地

方自治体が率先して対策を講じる必要があ

る。 

 

④ 実際の避難所での運用等 

 内閣府によれば、令和二年 7月豪雨災害

や令和二年台風第 10号に際して開設され

た避難所において、新型コロナウイルス感

染症対策を講じた避難生活および復興支援

活動が行われている。感染症対策に係る避

難者定員の縮小や避難所建物の被災状況等

からホテルほか民間宿泊施設、国および地

方自治体が管理する施設への避難も行われ

た。また、県外からの応援職員が帰任後に

陽性と判定された事例があり、その後の検

査・消毒等の対応についても記載がある。 

 

総括 

 新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、避難生活はコロナ禍前に比べ制限の多

いものとなった。特に避難スペース拡張に

伴う避難所の定員削減、避難所内のゾーニ

ング等による必要備品の増加等が考えら

れ、避難所運営計画にも大きな改変が加え

られた。実際に感染症対策下で被災生活を

送った自治体もあり、課題等を精査して感

染症対策をより確かなものにすることが求

められる。 

参考文献 

【行政文書等】 

「避難所における新型コロナウイルス感染症への

対応について」 内閣府 令和二年四月一日付 

「避難所における新型コロナウイルス感染症への

更なる対応について」 内閣府 令和二年四月七

日付 

「新型コロナウイルス感染症対策としての災害時

の避難所としてのホテル・旅館等の活用に向けた

準備について」 内閣府 令和二年四月二十八日

付 

「避難所における新型コロナウイルス感染症への

対応の参考資料について」 内閣府 令和二年五

月二十一日付 

「新型コロナウイルス感染症に係る災害時音避難

所としての各省庁及び独立行政法人、民間団体等

が所有する研修所、宿泊施設等の活用等につい

て」内閣府 令和二年五月二十一日付 

「『新型コロナウイルス感染症対策としての災害

時の避難所としてのホテル・旅館等の活用に向け

た準備について』を踏まえた対応について」内閣

府 令和二年五月二十七日付 

「新型コロナウイルス感染症対策に配慮した避難

所開設・運営訓練ガイドラインについて」内閣府 

令和二年六月八日付 

「避難所における新型コロナウイルス感染症対策

等の取組事例集」内閣府 令和三年五月十二日付 
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【その他参考文献】 

「新型コロナウイルス避難生活お役立ちサポート

ブック」JVOAD 令和二年五月二十九日（第二

版） 

「新型コロナウイルス感染症時代の避難所マニュ

アル」日本医師会 令和二年六月十七日（第一

版） 

「避難所での感染症対策に関するアンケート」名

古屋中学・高校減災チーム  令和二年十一月
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（ 城 裕一郎・太田 匠 名古屋高等学校 2年生  2020年度 ） 

×印は強風または風向不安定により観測不能であったことを示す 
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高校生によるIT技術を利用した複合型文化祭クラス企画の実施報告と考察 

― 脱出ゲーム × 演劇 × IT ― 

 

 

 

大﨑 稜司・太田 匠・尾﨑 匠・河合 剛大・杉下 温音 

序章  

本文の概要  

名古屋高等学校 4年 A組生徒は、2019年 9月 20日・21日に開催された第 68回愛校祭に

向けて、IT技術を利用したリアル脱出ゲーム(以下「脱出ゲーム」と呼称)を企画・製作し、

実施した。評判は上々で、学校内表彰を受けるに至ったが、受けた指摘は必ずしも芳しい

ものだけではなかった。これらの視点を踏まえて、行った企画から見えてくることをまと

めていきたい。なお、審査員講評は参考資料⑴として末尾にまとめた。  

  

企画概要  

本題に入る前に、我々が行った企画の概要を簡単に説明する。この企画の骨子となるの

は以下の３つの部門である。  

① 脱出ゲーム部門（脚本･映像・プログラミング）  

② 装飾部門（プロジェクションマッピング・窓枠看板・内装）  

③ 対外広報部門（twitter・プロモーションビデオ作成）  

以下、①から順に説明していきたい。  

 ① 脱出ゲーム部門  

脱出ゲーム部門の作業は、脚本の執筆、演劇・映像編集、プログラミングの３つのフェ

ーズに分かれている。脚本に沿って演劇をして映像に収め、謎解きのルート分岐ごとに映

像が流れるようにプログラミングするという流れだ。 

脚本は生徒 1人が行い、彼は演劇の監督と役者も務めた。その映像を

プログラムに組み込み、タブレットに入れて入場者に手渡した。入場者

の選択によって 5通りに分岐するエンディングとそれまでのルート、謎

解きをタブレットで繰り広げることによって、人がその場で演じるのと

はまた違った雰囲気を醸すことができた。プログラムの詳細は 

https://www.meigaku.ac.jp/wp-content/uploads/2022/01/nagoyagakuinronso202020data.pdf か、右上

の QRコードから閲覧が可能です。 

② 装飾部門  

我々が企画を行った教室は立地が非常によく、広告スペースや行列スペースなどをふん

だんにとることができた。本来ならば装飾にも時間を掛けたかったのだが、脱出ゲームの

方に時間を割きたかった為に手間の削減に努めた。  

具体的には、まず廊下の壁へのプロジェクションマッピングを行った。他の企画などを 

https://www.meigaku.ac.jp/wp-content/uploads/2022/01/nagoyagakuinronso202020data.pdf
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見ていると、やはり廊下に段ボール等で立体看板を展示している教室が多いようだった。

しかし前述のように時間配分の問題と、廊下に行列スペースをなるべく多く取りたかった

ため、iPadのアプリケーションを利用してプロジェクターで壁に投影する形式をとった。  

 次に窓枠看板だ。企画を行った教室は校内に入った者から見て真正面に位置し、窓枠看板

を設置したときに見やすい立地であった。デザインしたロゴを段ボールに複写し、窓枠に

はめ込む簡単なものだったが、写真からも分かる通り入場者の目をうまく引くことができ

たようである。  

内装は脱出ゲームのテーマに沿い、牢屋をイメージしたエリアと日本の屋敷をイメージ

したエリアの２つに分けて構成した。牢屋は岩壁に木の格子をイメージし、新聞とスノコ

で覆った。屋敷は壁の部分に襖を配置し、ルート上隠すべき通路には襖に似せたスライド

ドアを製作した。この襖の内装は再利用できるように製作してあり、環境保護の観点から

も有意義な結果を残せたものであった。  

  

③ 対外広報部門  

本校では、文化祭を主催する生徒会を中心に様々な団体が Twitterアカウントを作成し

広報活動を行う事例がある。最近では Instagramを活用する団体も増えてきているようだ

が、我々は前者に倣い Twitterを活用することとした。具体的な流れは Twitterアカウン

トを作成し、企画の趣旨や製作状況のダイジェストなどを逐次アップしていくという単純

でありふれたものだ。特記することとして、プロモーションビデオの作成を行った。脱出

ゲームのプロローグに似た役割を担わせ来客意欲を掻き立てることが主な目的だったが、

再生数は思うように伸びなかったようである。ところが校内表彰の校長講評によれば「事

前の Twitter告知が良かった」とあり、決して意味の薄い活動ではなかったことがうかが

えた。残念ながら来客者を対象にしたアンケートを行わなかったため検証は出来なかった

が、対外広報についてもある程度の手応えを得た。  

 

 

装飾概要図 
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第一章  

論題①「従来の脱出ゲーム」は高校生の文化祭企画として適切か  

  

注）ここでの「従来の脱出ゲーム」とは、高校生が行う体験型娯楽展示で謎解き、あるいは迷路の要

素を主軸とするエンターテインメント企画のうち、IT技術を用いないものを指すこととする。  

  

上記のとおり「従来の脱出ゲーム」とは世に言われる脱出ゲームのうち、IT技術によら

ないものであると定義した訳だが、高校文化祭の企画として「脱出ゲーム」というものは

ポピュラーなものだと言ってよいように感じられる。実際、本校でも毎年のように脱出ゲ

ームの催しを目にする。これらは「従来の脱出ゲーム」に含まれるものであったが、今回

行った企画は IT技術を全面的に活用することで、このような「従来の脱出ゲーム」との差

別化を図った。  

  

第一項 「従来の脱出ゲーム」の性質  

 「従来の脱出ゲーム」と我々が行った脱出ゲームとの違いを明確にするため、「従来の脱

出ゲーム」の性質や特徴をまとめる。ここでは「従来の脱出ゲーム」と「脱出ゲーム」は

ほぼ同義であるものとして話を進める。  

まず、そもそも「脱出ゲーム」とは何かといえば、「体験型娯楽展示で謎解きの要素を主

軸とし迷路や密室から脱出することを目的とするエンターテインメント企画」という説明

になるが、これを簡略化すると「来場客が脱出しなければならない設定で謎解きや迷路を

突破するゲーム」という単純なものになる。「脱出ゲーム」の特徴といっては揚げ足を取る

ようなものに思われるが、まず「ゲームであること」が挙げられる。「脱出ゲーム」とはあ

くまでゲームであって、企業や研究機関が行うものでない限り、それ自体に学術性は関係

がないということだ。この場合「本来、学術性は必要ない」という表現が適切であるだろ

う。これは決して否定的な意見ではない。入場者にどれだけ楽しんでもらえるか、という+

αの部分に工夫を凝らす過程である種の専門性や学術性に近い境地に至るものではないだ

ろうか、と我々は考えた。 

次に、「エンターテインメントとして広く名が知られている」という特徴がある。知名度

が高いことは、集客のしやすさに直結する。また、企業などが行う脱出ゲームは知名度が

高くなるだけでなく、シリーズ作品として一種の芸術性を生み出すこともあるようである。

高校生が「伝統的な脱出ゲーム」という触れ込みで発信するのも、興味深いかもしれない。  

  

第二項 学校側が企画に求める性質  

この論題を取り上げる背景として、本企画の立ち上げの動機や経緯と密接な関わりがあ

る。高校生の文化祭で実現できることは少なくないが、予算や時間、空間などの要因から

断念せざるを得ないものも少なくないように思われる。そのような要因の一つに、「『学校

に求められる要素』を満たしている企画であること」が挙げられるのではないかと我々は
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考えた。  

高校生ならば、企画を立てる際に「企画要項」あるいはそれに準ずるもの、つまり「学

校から受ける制限」により縛られることは多くの場合免れることができない。我々も企画

を立てる際、「脱出ゲーム」という触れ込みだけでの計画に限界を感じた。なぜかと言えば、

本校の企画要項に「学術的であるもの」という趣旨の条件があったためである。「学校側が

企画に求める性質」というのは、ある程度どの学校においても共通する部分はあると思わ

れる。簡単に例を挙げるならば、「行事を通してクラス内での協力を図ってほしい」などだ。

行事を有効活用することを学校として求めるのは当然と言っていい。 

行事を有効活用する、という条件は逆に、学校によって特色を生み出す。実際に本校で

は「学術性」を求められたように、学校のスクールモットーなどといった対外的に周知さ

れた指針によって「学校側が企画に求める性質」は大きく変わってくるものと考えられる。

「話題性」や「伝統」といった触れ込みも、学校によっては大きな強みになり得るのでは

ないか。  

  

第三項 まとめ  

第一項で触れたもののほかにも、脱出ゲームの性質は多くあると思われる。それらの性

質は「学校側が企画に求める性質」に合致するものもあり、学校側と思惑が一致する、と

いう点においては適切であると言える。ただし、学校によって「学校側が企画に求める性

質」が異なるため一概に評することはできない。また第一項で触れたように、脱出ゲーム

は安易に企画するだけでは学術性を持っているとは言えず、創意工夫次第であることなど

が事例として挙げられることから、学校側が企画に求める性質を満たせるかどうかが生徒

に掛かっている点において懸念が生じ得る。この懸念に関しては教員などが生徒に対して

助言、援助を行い、また生徒からそのように求めることによって改善の余地があるものと

考えられる。  

   

第二章  

論題②アプリケーションを用いた企画は革新的なものになったか  

第一項 今回行った企画の特徴  

アプリケーションのプログラムについては詳細を参考資料⑴に記載したが、比較対象と

して明確にするために改めて企画の特徴を確認したい。プログラム言語は Java、動作環境

は Android8.0である。これに演劇の映像、謎解きの解答入力などの脱出ゲームシナリオを

実装させたアプリケーションをインストールした端末を来場者が操作してゲームを進める

ようにする。 

来場者の待ち時間短縮のため、待ち時間にプロローグ映像を見られるようにして飽きら

れないよう工夫した。映像は楽しんでもらえていたようだが、審査員の視点からは「客が

もっとさばけるとよかった」などと言ったコメントも上がっており今後の課題と言える。  

中に入ると、会場の各所に設置してある謎を時間内に解くというゲームがスタートする。
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問題の難易度調整はちょうどうまくいき、制限時間も企画開催中に２回ほど延長しながら

調節した。企画中は、エラーやクラッシュは一度も起きなかった。 

 開発者のミスとしては解答入力画面でのキーボードが一般的なシステムではキーボー

ド外をタップすることによって格納するが、今回１日目から２日目にかけての大幅修正等

もあり忘れて実装をしていなかった。そのため、来場者の多くはスタッフの助けが必要と

なった。  

  

第二項 従来の企画との比較  

従来のリアル脱出ゲームを SCRAPが開催しているものとして比較する。  

(SCRAP脱出ゲームのページ: https://realdgame.jp/)  

開発者自身が、実際に SCRAPが開催した脱出ゲーム「INSOMNIA TRAINからの脱出」に参

加したことがあるためそちらと比較することにする。場面ごとに SCRAPの開催したものを

記述し、それとの違い、劣る点などを記述していく。  

＜入場前＞  

・SCRAP「INSOMNIA TRAINからの脱出」  

基本的に２～４人一組で一台の端末が配布され、導入用動画は数組まとまって一つのス

クリーンで鑑賞。その後タイマースタートの画像をスキャンして入り口のパスワードを入

手し、５０分間での脱出を目指す。  

・今回の企画「幽境回廊」  

人数に関しては～５人一組で組んでもらった。導入用動画の鑑賞はそれぞれの端末で行

ったため音が聞き取れなかった来場者も多い可能性が高い。開始ボタンでタイマーがスタ

ートする。そもそもアプリの UI（User Interface、使用画面のボタン配置等またはその 

体裁）が弱いことは問題と言える。  

＜会場内＞  

・SCRAP「INSOMNIA TRAINからの脱出」  

非常に広く、基本全体で迷路になっていてアクション要素もあった。ところどころにギ

ブアップ出口も設けられ、パスワード式の扉、人間による認証等もあった。  

・今回の企画「幽境回廊」  

会場の広さは圧倒的に小さいため迷路要素は実装できなかった。次回はより大きい会場

を使用したいところではあるが、交渉が必要である。その代わり内装、雰囲気といった点

は上手く仕上げられたといえる。ただし、回転率、探索の楽しさ、安全性についてはやは

り広いに越したことはあるまい。  

＜謎解き＞  

・SCRAP「INSOMNIA TRAINからの脱出」  

一般的な紙上での謎解きが多いが、床を使った謎、スタッフを相手とするもの、物語上

でのヒントより解ける問題もあった。  

・今回の企画「幽境回廊」  

https://realdgame.jp/
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暗い中計算用紙を使ってもらったが、やはり不便そうであった。会場、物語と関連する

謎がエンディング５用の謎のみであったので増やしていきたいところである。  

＜アプリケーション＞  

・SCRAP「INSOMNIA TRAINからの脱出」  

やはり専門家が作るだけあるが、UIに手が込んでいた。カメラを使用したスキャンのシ

ステムがあった。  

・今回の企画「幽境回廊」  

UIに関しては開発者の仕事量の関係で手が回らなかった。カメラによるスキャンシステ

ムの実装も考えたが、会場が暗いため断念した。ただ、開発者が会場の設計、謎の作成、

動画管理等をすべて任せてもらっていたため、企画にマッチしたものが作れたのではない

かと思われる。  

＜ストーリー＞  

・SCRAP「INSOMNIA TRAINからの脱出」  

アーティスト SEKAI NO OWARIの 2018年ライブツアーの世界観をもとにしており、メン

バーが考えたストーリーだとのこと。たしかに実際に使用したライブステージの一部を使

用しており、社会性、エンターテイメント性、中毒性、メッセージ性に富んだオリジナル

ストーリーだった。エンディングは脱出成功、時間切れにより失敗かの２種類があった。  

・今回の企画「幽境回廊」  

脚本作成は別の生徒だが、なかなかオリジナリティに富んでいたと思う。アップグレー

ドするならば、より社会性、メッセージ性を高めたい。エンディングは時間切れ、誤回答

過多、裏切り者に気づかず脱出、裏切り者の選択ミス、脱出成功の５種類であった。  

＜脱出＞  

・SCRAP「INSOMNIA TRAINからの脱出」  

ネタバレになってしまうが、初期に通った壁が実は通れるというもので、それを探索、

推測させるためのストーリーが最後に配信された。脱出姿をほかの組に見られないよう、

複数の部屋の設置、スタッフの設置が必要になってくる。  

・今回の企画「幽境回廊」  

進んだ最後に脱出口、その横に脱出成功エンディング用の部屋へつながる可動式の壁を

設置した。やはり規模、予算、経験、製作者のレベルが SCRAPのものとはかけ離れている

ため一概に比べられるものではないのかもしれない。ただ、工夫を重ねることができれば

少しでも近づけることは間違いないだろう。 来年もリアル脱出ゲームを作れるとしたら今

年を上回るクオリティのものが作りたい。  

  

第三項 まとめ  

すべては第二項で触れたことに尽きるが、専門家の作る脱出ゲームと比較することは難

しい。専門家の作る脱出ゲームはカメラによるスキャンシステムなど先進技術をふんだん

利用でき、予算規模も大きいことからクオリティが高く、我々のものはどうしても見劣り
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することは否めない。だが開発上の制限なども鑑みるに改善できる点も多く見つかり、今

後の伸びしろがあるとも言える。 

以上より、我々の行った脱出ゲームは、脱出ゲーム業界において革新的とは言えないが、

学生の行うものとしては一定のクオリティであると言える。  

  

第三章  

論題③装飾や広報において IT技術は大きな役割を果たすか  

第一章で触れたように我々の企画では、IT技術を積極的に取り入れることで従来の脱出

ゲームとの差別化を図った。その中で装飾や広報は特に IT 技術を活用したが、IT 技術を

用いた装飾や広報について、現代あるいは近未来においてどのように利用されるか結果を

もとに考察した。  

  

第一項 現在用いられている IT技術を用いた装飾や広報  

そもそも IT技術とは Information Technologyの略語であることをいま一度確認してお

きたい。直訳すれば、「情報技術」であり、世にまかり通る「IT 技術」の意味として適当

だろう。1990 年代に情報化社会へと変貌を遂げた人間社会はいま Society5.0 と呼ばれる

社会へ跳躍せんと、今まさに助走を始めている。  

以下、「現在用いられている IT技術を用いた装飾や広報」について挙げていくわけだが、

今やほとんどの装飾や広報、あるいは広告に IT技術が使われていると言っていい。チラシ

1 つ作るだけでも、描画ソフトウェアなどを使用して自力で作成する、あるいは業者に委

託するなど様々な方法が可能となったが、単に PCを介しているだけではなくて、インター

ネットの存在によって装飾や広報は大いに可能性が広がっている。 

もっとも、AR（拡張現実）や VR（仮想現実）として出力する新しい手法も開発されてい

るが、我々が今回行ったプロジェクションマッピング看板のような、情報を物質的でない

形で三次元空間に投影する手法はいまだ多くない。現代でも出力先を紙に依存している傾

向は根強いようだ。 

そんな中で紙以外の媒体に情報を出力する装飾の例として、大型娯楽施設などで行われ

るプロジェクションマッピングが挙げられる。見た目のインパクトから絶大な集客力を持

ち、たとえ小規模であっても大きな話題を呼ぶこともある。また、光を操作する技術は芸

術として新たな地位を作っているようで、そのようなアーティストの活躍も目に新しい。  

   

第二項 IT技術を用いた装飾や広報があまり用いられない場合に考えられる要因  

装飾や広報に IT技術を用いることを妨げる大きな要因として、技術格差がある。これこ

そが「IT技術を用いた装飾や広報があまり用いられない場面に考えられる要因」そのもの

である。これは装飾や広報に限った話ではないが、いわゆる「情報弱者」と呼ばれる人々

が不利益を被ることは重大な問題となる。情報弱者とは、情報機器を使いこなすことに困

難が伴う人のことで、これから情報化・電子化がさらに進んでいく過程で大きな不利益を
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被る可能性がある。例として高齢者ばかりに目が行きがちだが、実はそうでもない。  

我々が行った今回の企画は IT技術を積極的に取り入れるため、その手の技術に詳しい生

徒が必然的に中心メンバーとなった。これは高校生のなかでも IT技術に得手不得手があり、

格差という溝が存在することに他ならない。この問題に関しては小学校でのプログラミン

グ教育の導入などによって改善されることに期待したいが、現在あるいは将来的な情報技

術格差に対するサポート体制の強化が急がれる。  

  

第三項 まとめ  

装飾や広報の分野において IT技術を用いないものは現在でも多く、今後 IT技術の発展

に伴いさらにそれらと IT技術との関わりがさらに密接になることが予想される。逆に、IT

技術による装飾や広報の促進によって、情報技術に疎い者がさらに社会から淘汰されてし

まう恐れがあり、サポート体制の強化が急がれる。以上より、現在でも装飾や広報におい

て IT技術は大きな役割を果たしており将来的にも大きな役割を果たすと思われるが、技術

格差に対するサポートを行うことは将来的に IT 技術が用いられるうえで大前提となると

考えられる。この考えに拠るならば、急速に電子化・非物質化を推し進めることは格差の

増幅を助長するおそれがあり懸念されるべきである。  

   

総評および今後の展望  

第一章から第三章まで三つの論題を通して我々の企画から見えてきた企画や技術の問題

点などをまとめてきたわけだが、一貫していえることは「IT技術は専門的である」という

ことだ。高校生に絞って見れば、IT技術を駆使して企画を立案し実行するには大きな技術

的困難が伴うと言わざるを得ない。  

今回我々が行った企画は技術的に見れば最先端を行くものとは決して言えないが、その

水準でも技術を扱える生徒は寡少であった。この僅かな生徒たちに仕事が集中するのはこ

の状況では必然と言って相違ないが、先進技術の発展が進んでも彼らのような IT技術を持

つ人間の待遇が是正されない、あるいは先進技術の発展の結果、待遇がさらに悪化するの

であれば IT技術発展にブレーキをかけることも躊躇うべきではないだろうと考える。発展

のために尽力している人々が発展したが為に労苦を強いられるのではその人々も報われな

いだろう。  

柱の突き出した角を利用したプロジェクションマッピング看

板 
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ともあれ、脱出ゲームに IT技術を取り入れる形で行った企画は有意義な結果を残すこと

ができたと言えるだろう。先に挙げた問題点の発見だけでなく、クラスの団結力の向上、

技術を持った生徒への信頼など数値に現れない意義を得られたことも非常に大きな収穫で

ある。  

高校生であるという理由から来年も全く同じメンバーで第二弾を行う、というわけにも

いかないが、今後は今回の経験で得られた反省などから、よりハイレベルで多くの来場客

に満足してもらえるような企画に繋げたいと考えている。技術面だけでなく接客、経費運

用などについても、反省や審査員からの指摘があったため今後の課題はまだ山積している

状態だ。今回の経験が我々の将来に直結するか否かは現段階では分からないが、機会があ

れば活かせるだけの経験をしたという自負を持って残りの学校生活を送りたいと思う。  

   

参考資料⑴ 教員の評価  

＜校長講評＞  

 

 

 

 

 

  

＜審査員講評①＞  
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＜審査員講評②＞  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜審査員講評③＞  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（大﨑 稜司・太田 匠・尾﨑 匠・河合 剛大・杉下 温音 名古屋高等学校 1年生 2019年度） 
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流動性選好理論と不確実性―ケインズ、ミンスキーに基づいて 

 

奥薗 青輝 

 

abstract 

 The greatest economist, who name was John Maynard Keynes, advocated the liquidity preference theory in his "The 

General Theory of Employment, Interest and Money". This writing caused "The Keynesian revolution", however, 

Majority economists ignored the liquidity preference theory. In this report, I'll survey it. Also, about 

Minsky’s theory. He highly appreciate the theory. 

 

はじめに 

イギリスの偉大な経済学者であるジョ

ン・メイナード・ケインズを始祖とするケ

インズ理論は、主に有効需要理論と流動性

選好理論という2つの理論的支柱からなる。

有効需要理論は主に経済の実物的側面を、

流動性選好理論は主に経済の貨幣的側面を

論じたものである。前者の有効需要理論に

ついてはケインズの後継者により様々な研

究が行われ、我が国の高校の教科書にも登

場するほど有名なものとなった。しかし、

後者の流動性選好理論については、論者に

よっても賛否がわかれ、特に戦後主流派の

地位を占めたアメリカケインジアンから

は、冷徹な評価を下されることが多かっ

た。また、一般にもあまりその内容は知ら

れていない。 

本稿では、流動性選好理論の概要をサー

ベイし、アメリカケインジアンの代表格で

あるヒックスのIS-LMモデルにおける流動性

選好理論と対比する。また、ハイマン・P・

ミンスキーによる流動性選好理論の再定義

を通じて、流動性選好理論が決して過去の

遺物ではなく、現代の複雑かつ高度化され

た金融システムへの分析の礎となっている

ことを確認する。 

 

ケインズの流動性選好理論  

 流動性選好理論は、ケインズ理論の中核

をなす理論であるにも関わらず、アメリ

カ・ケインジアンはじめとする戦後ケイン

ジアンには受け入れられなかった。例え

ば、ポール・サミュエルソンは「利子率は

ケインズが考えたほど重要ではない。 それ

ゆえ、流動性選好は非常に決定的な重要さ

をもつものではありえない」と述べ、流動

性選好理論に懐疑的な立場をとった。 

 経済学の世界において、何が投資と貯蓄

を均衡させるパラメータであるか、という

ことは古くから論じられてきた。標準的な

古典派においては、利子率が投資と貯蓄を

一致させるように動くとされる。すなわ

ち、利子率が低下すれば資金を寝かせてお

いても収益が上がらないため、実物資本へ

の投資が活発になる。一方で利子率の低下

は貯蓄には不利に作用するため、貯蓄は減

少する。この関係性をグラフに表すと、投

資は利子率の減少関数として、貯蓄は利子

率の増加関数として描ける。ゆえに、投資

曲線と貯蓄曲線が交差するところで利子
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率、そして投資規模(貯蓄規模)が決定され

る。そのため、古典派においては利子は貯

蓄への報酬と位置づけられる。 

 ケインズは、投資と貯蓄の均衡から利子

率を完全に切り離した。ケインズにおいて

は利子率はもはや投資や貯蓄の大きさに決

定的に影響を及ぼすものではない。その上

で、投資と貯蓄を均衡させるのは国民所得

であるとした。それを図式化したのがよく

知られた「45度線分析」である。これはサ

ミュエルソンが初めて考案したとされてい

るが、定かではない。このモデルにおいて

は、投資が一単位増加すると貯蓄が一単位

増加するまで所得が増加し、新たな均衡点

に到達する。このときの所得増加分は投資

増加分に限界貯蓄性向の逆数を乗じること

で求められ、この限界貯蓄性向の逆数は

「乗数」と呼ばれる。利子率は常に一定と

仮定され、投資と貯蓄が均衡するように決

定されるという想定はなされていない。45

度線分析はテキストブックにおいて限界投

資による乗数効果を説明するために用いら

れることが多いが、投資と貯蓄の均衡の過

程において利子率を捨象することによっ

て、古典派の利子率論を否定したものでも

あった。 

 ケインズにおいては貯蓄は利子率の増加

関数ではない。なぜなら、貯蓄は所得のう

ち消費に回されなかった残りであり、消費

は所得のみに依存していると考えたからで

ある。その上で、所得は分配率を通じて投

資により決定される。つまり、利子率の上

下は、消費行動(すなわち貯蓄行動)に影響を

及ぼすものではない。 

対して、ケインズの流動性選好理論の特

徴は、貨幣利子を流動性としての貨幣を手

放すことに対する報酬とみるところにあ

る。例えば、貨幣を一定額貸し付けた際に

は貸出期間に応じて貸し手に利子が支払わ

れる。このとき、借り手は流動性を一定期

間貸し手から「購入」したのである。流動

性とはケインズによれば「短い予告で、損

失なしにいっそう確実に換金可能」な性質

のことを意味する。流動性の高い資産は、

経済の不確実性を回避することができるの

で、根本的な不確実性が支配する経済にお

いて絶え間なく需要が発生する。なお、こ

の根本的な不確実性というのはケインズ理

論において極めて重要な前提であるが、戦

後の主流派によって軽視され続けてきたこ

とでもある。 

流動性選好の概念を体系的に表すため

に、ケインズは自己利子率という概念を提

示している。これは、貨幣、債券、工場、

小麦、土地等々あらゆる資産に各々の利子

率が存在するという考えであり、当該資産

を一定期間保有して得られる利益として表

される。 

 それぞれ資産に対する自己利子率は、一

期その資産を保有して得られる期待収益を

当該資産で測ったものをq、その資産を一期

持ち越すのにかかるコストを当該資産の価

値で測ったもの、すなわち持越費用をc、資

産処分能力によって測られる「潜在的な便

益あるいは安全性……いってみれば、期末

において産出物の形でこれを示すものはな

にもないけれども、それにもかかわらず、

人々はそのためにどれだけを支払う用意を

もっているもの」、すなわち流動性プレミ

アムをl、当該資産の期待価格上昇率をaと

すると、当該資産における自己利子率rは、 

r=q-c+l+a 
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と表される。つまり、利子率が高い資産

は、高い収益が見込め(q)、資産を保有する

際にかかるコストが低く(c)、流動性プレミ

アムが高く(l)、将来の価格上昇が見込める

(a)ものになる。 

 今、資本市場が均衡しているとき、すべ

ての資産について自己利子率が等しくなら

なければならない。なぜなら、「均衡にお

いて、貨幣によって測られた住宅と小麦の

需要価格は住宅と小麦の、どちらを選んで

も利益の面で無差別にならなければならな

い」からである。ここで、当該資産への投

機はa、lに支配的な影響を与え、長期的な

収益期待はqに影響を与える。このように、

流動性選好理論においては人々の「期待」

が利子率決定について極めて重要な役割を

演じるのである。 

 ケインズは、貨幣についても自己利子率

が存在するとした。貨幣の特徴は、qがゼロ

で、cが無視しうる程に小さいが、lは極め

て大きいところにある。なお、貨幣の場

合、それ自身が計量基準になるため、aは常

にゼロである。 

ここが貨幣の特殊な点であるのだが、貨

幣の特徴であるq=0、c≒0、a=0を自己利子

率の式に代入すると、貨幣利子率rmは 

 

rｍ≒l 

 

となり、貨幣利子率は流動性プレミアムと

いう極めて主観的な変数によって決定され

るということがわかる。 

 ここで、貨幣利子率に決定的な影響を及

ぼす流動性プレミアムは、客観的な評価基

準が存在せず、投機家の主観によって測ら

れるものである。投機が加熱すると、流動

性プレミアムの変動が激しくなり、金融市

場は極めて不安定になる。結果、恐慌が発

生し、資本の限界効率の崩壊により投資が

激減し、大量の失業者を路頭に迷わせるこ

とになるのである。ケインズは「投機家

は，企業の着実な流れに浮かぶ泡沫として

ならば、なんの害も与えないであろう。し

かし、企業が投機の渦巻のなかの泡沫とな

ると、事態は重大である。一国の資本発展

が賭博場の活動の副産物となった場合に

は、仕事はうまくいきそうにない。」と述

べ、長期的な経済活動を通じて収益を上げ

る「投資」に対して、短期的な収益を求め

て様々な資産を売買する「投機」が優位を

占めることを懸念し、警句を発してきた。

自身も投資家であったケインズは金融シス

テムに非常に精通しており、このような行

動を抑制するために証券の短期売買に対す

る規制を強めるべきだと主張した。 

 また、金融システムそのものの設計も重

要であると論じ、当時のアメリカとイギリ

スの金融システムを対比させて、庶民が手

軽に株式を売買できるアメリカのウォー

ル・ストリートは、庶民の手が株式投資に

及ばないイギリスのロンバード・ストリー

トより劣っていると論じた。つまり、投機

狙いで庶民が株式投資に参加すると、より

金融は不安定になるというのだ。それゆ

え、金融市場、株式市場は庶民を遠ざける

ようなシステムとして設計すべきであると

論じた。 

 なお、ここには、アメリカに覇権を奪わ

れつつあった自国を擁護するナショナリス

ト・ケインズとしての性格が強く現れてい

るとも言われる。しかし、ケインズの金融

分析からこのような結論を導くことはさほ

ど難しくはなく、ケインズ自身のナショナ
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リズム感情を差し引いても、ケインズがこ

のように論じた意味は決して小さくないと

考えられる。 

 つまるところ、貨幣利子率は投機家の主

観に基づいた流動性プレミアムによって決

定され、投機が加熱すると流動性プレミア

ムが不安定化し、結果金融市場全体が安定

性を失う。ケインズが古典派の「利子は貯

蓄への報酬である」とする命題を拒絶し、

一見同じようことであるかのように思える

「利子は流動性を手放すことに対する報酬

である」としたのも、流動性プレミアムと

いう主観的な要素が金融市場に大きな影響

を与えるということを論じる意図があった

と思われる。 

このように、流動性選好論は単なる利子

率決定理論としてみるよりも、人々の期待

をも織り込んだ金融システム全体を描写す

る包括的な理論としてみるべきであろう。

実際、一部のポストケインジアンは流動性

選好理論を高く評価し、複雑で高度化され

た現代金融システム分析の基礎としてい

る。 

 しかしながら、このような見方とは対照

的に、ケインズ理論を体系化したとして今

日でも強い影響力を持っているIS-LMモデル

においては、流動性選好理論はかなり乱暴

に扱われている。このIS-LMモデルが強い影

響力を持つに至ったのも、正統派ケインジ

アンの流動性選好理論への興味のなさを示

しているとも言えよう。 

 このモデルにおいて、LM曲線(貨幣需要-

貨幣供給曲線)は以下のように示される。 

 

M=L1(Y)+L2(r) 

 

 ここで、L1は取引的動機や予備的動機に

よる貨幣需要、すなわち日々の取引や思い

がけぬ決済のときに使用するための貨幣需

要である。これは、所得Yの増加関数である

とされ、暗黙のうちにいわゆる「マーシャ

ルのk」が安定的であると仮定されている。 

 L2は投機的動機による貨幣需要で、利子

率rの減少関数であるとされる。流動性選好

理論はここにおいて、モデルに組み込まれ

ている。なお、左辺の貨幣供給量Mは金融当

局によって外生的に決定される。 

 このモデルは一見「マーシャルのk」の概

念とケインズの流動性選好理論を上手く接

合しているようにみえる。しかし、既に見

たように、流動性選好理論はL2(r)という単

純な式で表せるものではない。また、ケイ

ンズが「貨幣論」で内生的貨幣を詳細に論

じているにも関わらず、貨幣を完全に外生

的な変数として扱ってしまっている。それ

ゆえ、このモデルからは数々の瑕疵を発見

することができる。 

 例えば、所得Yの増加によりL1が増加す

ると、貨幣量Mが変動しない場合L2が減少

して利子率rが上昇するという、流動性選好

理論とは似ても似つかないモデルになって

いる。これは一般的に「クラウディングア

ウト」と呼ばれ、財政政策による需要喚起

政策の無効性を論じるための理論的根拠に

なってしまってさえいる。 

 本来、L2(r)の因果関係はr→L2である。

しかし、貨幣を外生変数とし、利子率を内

生変数としたことから因果は逆転してしま

い、M,L1→L2→rという関係になっている。

伊東光晴は、ある事象から相関を見出し、

無理矢理因果を逆転させる手法はマネタリ

ストと同じであると評し、IS-LMモデルを強

烈に批判している。 
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拡張された流動性選好理論 

 前述の通り、正統派ケインジアンは流動

性選好理論について否定的な評価を下して

いた。実際、ケインズ派の研究の中心はケ

インズの手法に沿って実物的側面に焦点を

あてたものが多い。 

 しかし、ケインズの流動性選好理論が完

全に忘れ去られたわけではなかった。ポス

トケインズ派の重鎮であるミンスキーは、

ケインズの流動性選好理論を手掛かりに、

自身の金融不安定性の理論を構築していっ

た。その成果を「金融不安定性仮説」とし

てまとめ上げ、彼の死後発生したリーマン

ショックを上手く説明できる理論として脚

光を浴びることになる。 

 ミンスキーは1919年、アメリカのシカゴ

に生まれた。その後シカゴ大学に入学する

と、ケインズ最大の論敵とも言われるヨー

ゼフ・シュンペーターに師事した。 

今でこそシカゴ大学は自由主義の総本山的

存在として知られるが、当時は社会主義を

擁護し、ハイエクらの一般均衡理論に基づ

く市場主義理論を批判したランゲなど、多

方面の優れた論客が在籍していた。 

 シュンペーターは技術革新について論じ

た経済学者として著名である。ミンスキー

はシュンペーターの技術革新理論を金融市

場に応用し、金融市場においても利潤追求

が技術革新、すなわち新たな金融商品の誕

生を促し、結果金融機関がレバレッジを拡

大させると論じた。しかし、財市場の技術

革新とは異なり、金融市場の技術革新は金

融市場を不安定化させる原因になるため、

必ずしも好ましいものではない。 

 ここに、ミンスキーは、ケインズの不確

実性の概念を導入する。中でも、流動性選

好理論は既に見たように不安定的な「期

待」を中心に取り扱っている。利潤動機に

よる金融技術革新によってもたらされる不

安定性を、ケインズの理論で分析しようと

いうのである。 

 ミンスキーによるケインズとシュンペー

ターの融合は、同時期のポストケインジア

ンであったカルドアとは正反対の方法であ

ると言えよう。カルドアもケインズとシュ

ンペーターを融合させて自らの理論を発展

させたが、これはケインズにより確立され

た有効需要理論に、シュンペーターの技術

革新分析を組み込んだものであった。いわ

ば実物的な側面から両者を統合したのであ

る。それに対し、ミンスキーは金融の不安

定性、経済の不確実性という貨幣的な側面

から分析を試みたのである。 

 ミンスキーの流動性選好理論の特徴は、

流動性選好を「比較的流動性の低い資産か

らより流動性の高い資産への選好」と捉え

直したところにある。 

 ケインズは、時代背景もあり、何の疑い

もなく「貨幣」という概念を用いたが、そ

もそも何が貨幣であり、何が貨幣でないか

の明確な定義は存在しない。また、貨幣に

ついて定義付けをしたところで、新たに

「貨幣に似た何か」が金融機関の技術革新

によって生み出されてしまうならば、その

定義はもはや意味をなさないであろう。事

実、統計当局の「貨幣量」の定義は金融の

技術革新に合わせ、度々見直されている。 

 そのため、流動性選好をケインズ的な

「貨幣への選好」と狭く捉えるより、流動

性の高い資産への選好と広く捉える方が実

態に即していると言える。つまり、流動性

選好とは、流動性とトレードオフの関係に

ある収益性を捨て、より流動的な形で資産

を保有したいという欲求である。ここでい
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う「流動的な資産」は、当然ながら貨幣に

限定されない。 

 また、ミンスキーは従来の流動性選好理

論で無視されてきた負債についても考慮す

べく、流動性選好の概念を資産のみにとど

まらず負債にまで拡張した。従来のケイン

ズにおける流動性の概念としては、保有す

る資産をいかに「短い予告で、損失なしに

いっそう確実に換金可能」であるかという

部分に焦点が当てられてきたが、ミンスキ

ーにおいては、負債を支払う能力としての

流動性の価値も加えられた。通常、資産を

保有する際には大なり小なり債務を負って

いるのが一般的であり、債務の状態は流動

性選好に影響を与える。債務の大きさや債

務返済までの期間、債務を持ち越すために

掛かる費用等によっても流動性選好の度合

いは大きく変わってくるということであ

る。 

 ミンスキーは、財務状況がどれほど堅牢

か、あるいはどれほど脆弱かを測定する基

準としては、主に2つ存在するとした。 

 第一に、その経済主体のバランスシート

の流動性の状態である。これは、将来の契

約を決済できる程の流動性を備えているか

に依存する。流動性が低い状態において

は、莫大な純資産を抱えていながら、債務

決済可能な流動性を保有していないため、

資金がショートしてしまうなどの事例が発

生する。 

 第二に、その経済主体の債務の支払い能

力である。保有している資産の価値が負っ

ている債務と同等の価値を持っているかど

うかによって判断される。保有している資

産価格が暴落すると、保有資産額が債務額

を下回り、債務超過に陥ることがある。 

 このように、財務構造の堅牢性(脆弱性)に

は負債が大きく関わってくる。そのため、

流動性選好理論は諸資産だけでなく諸負債

にまで拡張される必要があるのである。 

 また、ミンスキーは流動性選好理論を単

なる利子率決定の理論とは見ておらず、

「真の姿において、一般理論は『雇用，資

産価格および貨幣の一般理論』という標題

が付けられるべきであろう……事実、利子

の流動性選好説は、資本主義経済における

資産価格決定の理論である」と述べてい

る。つまり、利子率と逆転関係にある資産

価格を決定するという点に着目し、この資

産価格の上下こそ金融市場分析に密接に関

わってくると論じた。 

 当然ながら、資産価格の決定においても

主観的な要因である流動性プレミアムが大

きく関わってくる。 

また、投資主体はしばしば不確実性のも

とで流動性を選好する一方で、見通しが楽

観的であるときは収益性を求め、バランス

シートを拡大しようとする。そのため、

次々と収益性の高い金融資産が生み出さ

れ、金融は脆弱化する。またこれは既存の

金融規制を回避することができるというメ

リットも兼ね備えている。そして、どれほ

ど収益性を選好するか、また流動性を選好

するかは、専ら投資主体の期待に依存す

る。 

 こうして組み立て上げられたのが、ミン

スキーの金融的景気循環理論である。これ

はカルドア=カレツキ型景気循環理論などと

は異なり、金融の持つ独特のメカニズムを

景気循環の中核要因に据えた。その意味で

は、オーストリア型景気循環理論に近いも

のである。以下、ミンスキーの金融的景気

循環の過程を示す。 
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 今、経済が好況であるとする。このとき

投資家は収益を求め、より収益性の高い、

すなわち流動性の低い資産を選好する。銀

行も同様に収益を求め、バランスシートを

拡大しようとする。こうして、投資家も銀

行も次々リスクを取るようになる。こうい

う状況下においては、しばしば資産バブル

を伴い、資産への投機も活発になる。こう

して、金融システムは次第に脆弱になって

いく。 

 しかし、このような状況は長くは続か

ず、次第に収益性が低下し、やがて好況は

終わる。すると、これまでとは逆回転の経

済の運動が発生する。企業は債務の返済の

ため流動性を欲す。銀行も企業から確実に

債権を回収すべくバランスシートを縮小

し、また不確実性に対処するため自らの流

動性を高める。将来の価格上昇を見込まれ

て作り上げられた資産バブルは弾け、資産

価格は急下落する。かくして、恐慌が発生

するのである。 

 ミンスキーは、この循環を抑制するため

には金融機関への規制が重要な役割を果た

すと考えた。銀行は好況時バランスシート

を拡大しようとするため、この銀行の行動

を規制によって抑えつける。企業や投資家

は銀行から資金を調達しないと新規投資を

実行できないため、銀行への規制は様々な

経済主体の暴走を防ぐ役割もある。 

 しかしながら、銀行は規制を回避するた

めに、新たな金融商品を生み出す。そのた

め、旧来の規制は時間とともに空洞化する

ので、規制を絶えずアップデートし続ける

べきだとも論じていた。 

 このミンスキーの一連の理論は、ミンス

キーの死後発生したリーマンショックに際

してにわかに脚光を浴びることになる。既

存の経済学では説明できない、金融市場の

事実上の崩壊という未曾有の自体は、経済

学者の間で共有されていたコンセンサスを

根底から破壊し、改めてミンスキー、そし

てケインズを見直すべきとの認識を高めた

のであった。 

 

おわりに 

ケインズはマルクスやスミスと並んでよ

く知られた経済学者の一人である。一般に

おいてケインズは、修正資本主義に代表さ

れる、政府の市場経済への介入を正当化し

た学者、という認識で語られることが多

い。しかし私は、ケインズは「不確実性の

経済学者」であるという点を強調しておき

たい。それが顕著に現れているのが本稿で

取り上げた流動性選好理論なのであるが、

ケインズはその他の理論についても、不確

実性という前提のもとで理論を組み立てて

いることがわかる。そのため、一見別物に

思えるケインズの様々な理論は、不確実性

という土台を通じて結び付けられるのであ

る。流動性選好理論、またその背景にある

不確実性は、貨幣経済の特徴と言ってもよ

く、経済を論じる上で常に欠かせない概念

である。この概念を人々が忘れて、机上の

経済理論が席巻するようになったとき、ま

さにケインズがやってくるのである。我々

はケインズを脳の片隅に置き、常々意識

し、その意義を絶えず問い続けるべきであ

る。 
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新 島  襄 と 内 村 鑑 三 

 

渡邊 将哉 

 

1.はじめに 

我が高校、名古屋高校はプロテスタントのキリスト教主義学校である。我が高校の卒業

生の多くは新島襄の創立した同志社大学へ進学している。また、我が高校で一時教鞭を執

っていた人物がいる。内村鑑三である。 

私、そして我が高校と深い関わりのある新島襄と内村鑑三。彼らのたどった道、目指し

た道の根底にはキリスト教があると考えた。他にどのような共通点があってどのような相

違点があったのか、2人のそれぞれの信念は何であったのか、考察していきたい。 

 

2.新島襄とは 

新島襄は 1843 年（天保 14年）、安中藩の下級武士の長男として生まれ、1864年（元治

元年）、21 歳の時に国禁を犯して函館より上海を経由しアメリカ、ボストンに向かった。

彼はボストンに到着し、その後フィリップス・アカデミー在学中に受洗。卒業後はアーモ

スト大学で初の日本人学生としてウィリアム・スミス・クラークなどから学んだ。 

新島襄はアンドーヴァー神学校在学中に、三等書記官として岩倉使節団に合流し、1 年

余アメリカ、ヨーロッパの教育制度の調査や視察をおこなった。そこでキリスト教主義学

校の日本における必要性を感じることとなる。そこで、1874 年（明治 7 年）、宣教師とし

て帰朝し、はじめは大阪に設立予定であったが、京都の地、旧薩摩藩二本松屋敷跡の桑畑

に同志社英学校を設立した。そこには山本覚馬の大きなはたらきと協力がある。しかし、

1890年（明治 23年）46歳で死去した。 

 

3.「自責の杖」事件 

新島襄の教育者としての愛情を感じる逸話として、「自責の杖」事件がある。それはある

事件に対しての学校側の措置に不満を抱いた九人の生徒が学校に抗議したものの、その抗

議が学校に受け入れられることはなく、生徒はストライキを起こした。当時の同志社の規

則では、集団欠席した生徒は処罰されることになっていた。しかし、学校側も不適切なこ

とがあり、それによって新島襄はこの問題について深く考え込んでしまい、事件後の朝の

チャペル礼拝の時間に、全校の生徒と教員の前でこの問題に触れて、「自分は生徒を責めは

しない。それにまたその措置を決めた教員も責めはしない。しかし校則は守らねばならな

い、ゆえに校長自身を処罰します。」と宣言して、壇に上がる時から手にしていた杖で自分

の左の掌を力いっぱい打ち始めた。杖は折れ、掌に血がにじみ出た。ついに前列にいた生

徒が飛び出して行って新島襄にしがみつき、「止めてください」と叫んで懇願した。なおも

打ち続けようとしたがついに新島襄は折れ、「諸君は同志社の規則の重んずべきは御解り
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になりましたか、又今回の事件に就き、再び評論をしないと約束なさるなら止めます」（１）

と言って、チャペル礼拝は終了したのであった。という事件である。 

新島襄は教育者として、姑息な人間にはなって欲しくはなかったようだ。新島襄の『片

鱗集』にはこのような一節がある。「わが校の門をくぐりたるのものは、政治家になるもよ

し、宗教家になるもよし、実業家になるもよし、教育家になるもよし、文学者になるもよ

し、且つ少々角あるも可、奇骨あるも可、ただかの優柔不断にして安逸を貪り、苟くも姑

息の計をなすがごとき軟骨漢には決してならぬこと、これ予の切に望み、ひとえに希うと

ころである。」と。新島襄は生徒に「自由」な考えを持った紳士になって貰いたかったのだ。 

 

4.新島襄と内村鑑三の恩師シーリー 

ジュリアス・ホーリー・シーリー（Julius Hawley Seelye）は 1845年にアーモスト大学

に入学。1858年から 1890年までアーモスト大学にて精神と道徳哲学の教授をつとめ、1877

年からアーモスト大学 5代目総長となる。 

新島襄とは教授時代に出会い、新島襄のホストファミリーとなる。内村鑑三とは総長時

代に渡米中の新島襄の紹介により出会う。内村鑑三はシーリーによって信仰上の回心を経

験することとなる。 

 

5.あるアーモスト大学の卒業生 

アーモスト大学に日本と深い関わりを持つ卒業生がいる。その人物が北海道札幌郡の月

寒島松にて放ったこの言葉はあまりにも有名である。「Boys be ambitious！」ウィリア

ム・スミス・クラーク（William Smith Clark）である。 

1826年にマサチューセッツ州で生まれたクラークは 1844年にアーモスト大学に入学、

1848年に卒業した。1852年にアーモスト大学の教授となる。南北戦争を経てアーモスト

大学で教えていた時にアーモスト大学初の日本人学生と出会う。新島襄である。新島襄の

すすめや日本政府からの要請により彼はいわゆる「お雇い外国人」の肩書きを持って札幌

農学校の初代教頭として来日した。 

彼は札幌農学校にいたおよそ八か月の間に農学校一期生に科学のみならずキリスト教的

道徳教育を施し、結果一期生全員がキリスト教徒となった。二代目教頭となったウィリア

ム・ホイーラー（William Wheeler）もその精神をよく引き継いだ。札幌農学校二期生に

は旧五千円札や「願わくは、吾太平洋の懸け橋とならん」等で有名な新渡戸稲造などがい

る。 

 

6.あるアーモスト大学の卒業生 内村鑑三 

先ほど「新渡戸稲造などがいる」と書いた。もちろんほかにもいる。新渡戸稲造と同じ

二期生にしてもう一人の著名人、内村鑑三である。 
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内村鑑三は日本における明治、大正時代の代表的なキリスト教の指導者の一人で、万延

二年（1861）に江戸で生まれ、1877年に札幌農学校に入学、そこで新渡戸稲造らと共に

「イエスを信ずる者の誓い」に署名。1881年に卒業し、1885年にアーモスト大学に入

学、1887年に卒業。在学中にシーリー総長に大きな影響を受ける。 

1891年、第一高等中学校の嘱託委員を務めている際の教育勅語の拝戴式にて明治天皇

の御真影と教育勅語に対して最敬礼をしなかったとして強い批判（いわゆる不敬事件）を

受けて第一高等中学校を辞職した。 

その後は新聞社「萬朝報」に就職するも日露開戦をめぐって幸徳秋水、堺利彦らと共に

萬朝報を退社。その間にも足尾銅山鉱毒事件反対運動に参加するなどこの国をより良くす

るために闘った人物である。1930年没。 

 

7.「不敬事件」と「二つの J」 

不敬事件とは、先程も記したとおり内村鑑三が第一高等中学校の嘱託委員を務めている

際の教育勅語の拝戴式にて明治天皇の御真影と教育勅語に対して最敬礼をしなかったとし

て強い批判を受けて鑑三が第一高等中学校を辞職した事件である。 

この行為のもととなる考え方はどのようにして生まれたのか。誤解されがちであるが、

内村鑑三は教育勅語、御真影に対して敬礼をしなかった訳では無い。軽く敬礼をしたの

だ。それが不忠であるとされたのである。内村鑑三は教育勅語が示す内容そのものに反対

はしなかった。しかしそれに最敬礼をする、つまり礼拝の対象とするべきものでは無いと

考えたようだ。しかし雑誌や新聞などのメディアがより大きく煽りたて、多くの生徒たち

は内村鑑三の弾劾を求めた。その後内村鑑三はインフルエンザに罹患し、生死の境をさま

ようこととなる。その間には国粋派とキリスト教徒との間で舌戦が行われた。 

それにしても、そのような時代に自分の信念に基づいて自分の信条を守り通したという

のはたいそう勇気のいる素晴らしい行為であるというべきであろう。その根底には「二つ

の J」があると考えられる。 

「二つの J」とは、「Jesus(ジーザス)」つまりイエス・キリストと「Japan」つまり日

本の二つの Jで、そのふたつは内村鑑三が愛し、護ろうとしたものである。アーモスト大

学在学中やハートフォード神学校在学中に感じた新島襄とは逆の考え、つまりアメリカに

おけるキリスト教の失望とシーリー総長によって回心したことへの多少の後ろめたさが

元々持っていた Japanへの愛をより強くしたと考えられる。 

これは名古屋高校図書館にて展示されている内村鑑三直筆の墓碑銘からもよく分かる。

I for Japan;Japan for the World;The World for Christ;And All for God.である。彼

こそ真の愛国者ではないだろうか。ずっと日本にいる人物には分からない、外から見た日

本を知っている内村鑑三ならではだと思う。 

似たような考えを持っていたキリスト教徒がいる。前述の新渡戸稲造である。かれは彼

の著書『武士道(The Soul of Japan)』で日本の古きよき武士の精神、言い換えれば本来
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の大和魂について体系的にまとめている。新渡戸稲造は内村鑑三と共に札幌農学校にてア

ーモスト大学卒業のクラークから学んだ人物である。 

彼らの中にもアーモスト大学の精神、血が流れていると考えられる。このアーモスト大

学でシーリーから学んだ新島襄と内村鑑三は考え方は違えど「同志」であることには変わ

りないであろう。 

 

8.新島襄と内村鑑三の共通点と相違点 

新島襄と内村鑑三の共通点と相違点をまとめていくこととする。まず、日本人キリスト

教徒であること。これは疑いようのないことである。次に教育者であること。これは新島

襄が同志社大学、内村鑑三が第一高等中学校や名古屋英和学校（現在の名古屋高校）で教

鞭を執っていたことから分かる。他に、当時の人間にしては珍しく、渡米し、留学し、ア

ーモスト大学に入学し、シーリーから教えを受けたことである。 

しかし、これは同時に相違点でもある。相違点というのは、まず渡米の仕方が違うとい

う点である。新島襄は国禁を犯して渡米したが、内村鑑三は新島襄の勧めもあり正式な留

学生として渡米したということである。また、同じくシーリーから学んだが、その環境が

違う。新島襄は一時的とはいえ教授時代のシーリー宅にホームステイをした。内村鑑三は

総長になってからのシーリーから教えを受けた。また、渡米した時の状況も少し違う。新

島襄が渡米したときは、国の首脳部は世界を知らなかった。しかし内村鑑三のときは明治

となり、首脳部は世界を知っていた。なればこそ新島襄は日本の悪しき文化に失望しアメ

リカのキリスト教に感動したのだろう。なればこそ内村鑑三はアメリカのキリスト教教育

に失望し日本の文化の素晴らしさを知ったのであろう。渡米前にキリスト教を知っていた

かどうかということも重要な点であるかもしれない。 

ほぼ同じ時期に生きていた共通点の多い 2人であるが、相違点もこれだけある。神につ

いての解釈もたくさんあるのであろう。ただ「敬神愛人」の精神は人生を生きていく上で

大切なことなのではなかろうか。（4298字 参考文献含む） 

 

注:（1）『新島襄と徳富蘇峰―熊本バンド、福沢諭吉、中江兆民をめぐって』 本井康博 2002 p.25 
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再
び
走
り
出
す
と
す
ぐ
に
石
門
古
戦
場
。
日
本

統
治
時
代
に
パ
イ
ワ
ン
族
が
日
本
軍
と
戦
っ
た
牡

丹
社
事
件
が
起
き
た
場
所
と
い
う
。
事
件
を
語
る

レ
リ
ー
フ
や
パ
イ
ワ
ン
族
の
伝
統
文
様
を
眺
め
な

が
ら
山
を
登
る
。
５
０
０
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
上
っ

て
よ
う
や
く
頂
上
の
寿
卡
（
寿
峠
）
に
到
着
。
こ

こ
は
東
西
の
中
間
地
点
で
無
料
の
休
憩
所
が
あ

る
。
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
の
メ
ッ
カ
ら
し
く
大
勢
の
サ

イ
ク
リ
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ト
が
休
憩
し
て
い
た
。
さ
っ
き
買
っ
た

豚
足
で
昼
食
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憩
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濃
い
目
に
煮
つ
け
ら
れ
た
豚

足
は
か
な
り
の
食
べ
ご
た
え
だ
っ
た
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山
を
下
っ
て
い
よ
い
よ
東
海
岸
へ
。
こ
の
日
は

逆
風
の
上
、
時
折
あ
る
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上
り
坂
に
苦
戦
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眼

下
に
広
が
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青
い
太
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横
目
に
必
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転
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を
漕
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夕
方
台
東
に
到
着
。
前
回
は
街
の

外
れ
だ
っ
た
の
で
、
今
日
の
宿
は
中
心
部
に
近
い
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遊
民
公
社
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ホ
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ル 

フ
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夜
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事
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と
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何
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頭
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と
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清
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節
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お
盆
の
よ
う
な
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事
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で
は
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）
の
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祭
り
だ
ろ
う
か
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台
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。
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降
り
出
し
て
も
お
か
し

く
な
い
の
で
先
を
急
ぐ
。 

池
上
は
パ
ス
し
、
昼
前
に
玉
里
に
到
着
。

名
物
は
玉
里
麺
。
駅
前
の
比
較
的
新
し
い

店
に
入
り
、
干
麺
（
汁
な
し
）
を
注
文
。

醤
油
ベ
ー
ス
の
細
麺
に
も
や
し
と
肉
と

い
う
シ
ン
プ
ル
な
も
の
。
名
物
と
い
う
わ

り
に
は
素
朴
な
味
わ
い
。 

アーチにパイワン族の文様が見える。 

関山弁当。ご飯の上に肉・野菜・卵が

ぎっしりと敷き詰められていた。 
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ウ
オ
の
丸
揚
げ
は
な
か
な
か
の
迫
力
だ
っ
た
。 

こ
の
日
の
宿
は
「
墾
丁
返
璞
帰
真
背
包
客
桟

（
ケ
ン
テ
ィ
ン 

オ
リ
ジ
ナ
ル 

ホ
ス
テ
ル
）
」。
大

通
り
か
ら
一
本
入
っ
た
路
地
裏
に
あ
る
。
墾
丁
は

ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
地
の
た
め
、
サ
ー
フ
ィ
ン
や
海

水
浴
客
で
ご
っ
た
返
し
て
い
る
。
夜
は
大
通
り
一

帯
が
夜
市
に
な
り
、
お
祭
り
の
よ
う
に
賑
や
か
だ
。 

 

 

３
／
３
１ 

墾
丁→

台
東 

約
１
２
０
㎞ 

 

早
朝
、
宿
を
出
て
１
０
キ
ロ
先
の
鵝
鑾
鼻
（
ガ

ラ
ン
ピ
）
岬
へ
。
こ
こ
が
正
真
正
銘
の
台
湾
最
南

端
。
一
端
宿
ま
で
戻
っ
た
後
、
昨
日
来
た
道
を
引

き
返
す
。 

環
島
一
號
は
昨
日
通
過
し
た
車
城
か
ら
山
を
越

え
て
東
海
岸
に
抜
け
る
ル
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
。

海
沿
い
を
抜
け
る
道
も
あ
る
が
、
整
備
さ
れ
て
い

な
い
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
安
全
策
を
取
る
。 

昨
日
は
素
通
り
し
た
恒
春
に
立
ち
寄
る
。
清
朝

末
期
に
建
て
ら
れ
た
城
壁
と
東
西
南
北
の
城
門
に

囲
ま
れ
た
風
光
明
媚
な
街
。
ま
ず
「
小
杜
包
子
」

で
十
数
種
類
あ
る
包
子
（
中
華
ま
ん
）
の
中
か
ら
、 

モ
チ
餡
入
り
と
タ
ケ
ノ
コ
入
り
を
購
入
。

次
い
で
台
湾
映
画
『
海
角
七
号
』
の
ロ
ケ

地
と
な
っ
た
「
阿
嘉
之
家
」
へ
。
ま
だ
早

す
ぎ
て
誰
も
い
な
か
っ
た
。 

さ
ら
に
北
上
し
て
分
岐
点
と
な
る
車

城
へ
。「
黄
家
緑
豆
蒜
」
で
緑
豆
か
き
氷
を

食
べ
る
。
有
名
店
ら
し
く
、
開
店
直
後
な

の
に
一
気
に
席
が
埋
ま
る
。
「
熊
家
万
巒

猪
脚
車
城
店
」
で
昼
食
用
の
豚
足
を
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
。
店
内
は
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
の
仕

込
み
の
真
っ
最
中
。
巨
大
な
豚
足
が
山
の

よ
う
に
積
ま
れ
て
い
た
。
一
山
登
っ
た
と 

道沿いに出店がずらりと並んでいた。 

ここからは徒歩。この先が最南端。 

日本人と台湾のつながりを描いた作品。2008
年に大ヒットし日本でも公開された。 
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３
回
目
は
残
す
高
雄
～
台
東
間
の
走
破
を
目
指

す
。
加
え
て
前
回
面
白
そ
う
だ
っ
た
台
東
～
花
蓮

の
山
線
も
走
る
。 

 

（
２
０
１
９
年
）
３
／
２
９ 

名
古
屋→

台
北 

 

今
回
も
中
華
航
空
を
チ
ョ
イ
ス
。
飛
行
機
輪
行

も
ず
い
ぶ
ん
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た
。
宿
は
こ
れ
ま

で
で
一
番
台
北
駅
に
近
い
「
梅
楼
駅
站
（
メ
イ
ン
・

イ
ン
・
タ
イ
ペ
イ
）
」
。
駅
前
地
下
街
か
ら
地
上
に

出
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
１
階
が
ガ
レ
ー
ジ

に
な
っ
て
お
り
、
自
転
車
も
置
け
て
便
利
だ
。 

  

３
／
３
０ 

高
雄→

墾
丁 

約
１
０
０
㎞ 

 

 

台
湾
新
幹
線
（
高
鉄
）
で
終
点
の
左
営
駅
（
高

雄
）
へ
。
所
要
時
間
は
約
２
時
間
。
最
近
ド
ラ
マ

で
も
や
っ
て
い
た
が
車
両
は
日
本
製
。
中
は
日
本

の
新
幹
線
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
駅
の
外
で

自
転
車
を
組
み
立
て
る
と
、
強
い
日
差
し
で
走
る

前
か
ら
汗
が
吹
き
出
す
。 

 
高
雄
の
市
街
地
を
抜
け
て
屏
東
県
の
潮
州
へ
。

名
物
の
牛
雑
湯
を
食
べ
る
。
九
層
塔
（
中
華
バ
ジ

ル
）
を
入
れ
る
の
が
潮
州
風
。
さ
っ
ぱ
り
し
た
風

味
で
暑
い
季
節
に
ぴ
っ
た
り
。
デ
ザ
ー
ト
は
こ
れ

も
名
物
の
冷
熱
冰
。
こ
の
不
思
議
な
名
前
は
、
小

豆
や
モ
チ
な
ど
温
か
い
ス
イ
ー 

ツ
の
上
に
か
き
氷
が
載
っ
て
い
る
か
ら
ら
し
い
。 

南
下
し
て
海
沿
い
の
道
へ
。
途
中
、
独
特
な
絵

が
描
か
れ
た
看
板
が
並
ぶ
。
ど
う
や
ら
菱
の
実
を 

売
っ
て
い
る
ら
し
い
。
甘
く
な
い
栗
の
よ
う
な
味
。 

南
部
の
街
恒
春
を
通
過
し
、
宿
の
前
に

猫
鼻
頭
岬
へ
。「
那
個
魚
（
あ
の
魚
）
」
と

い
う
魚
を
食
べ
る
た
め
だ
。
日
持
ち
が
し

な
い
の
で
、
こ
こ
で
し
か
食
べ
ら
れ
な
い

と
い
う
。
閉
店
ぎ
り
ぎ
り
の
五
時
ご
ろ
到

着
。
一
口
大
の
白
身
の
魚
が
素
揚
げ
に
な

っ
て
い
た
。
日
本
人
と
し
て
は
刺
身
で
食

べ
て
み
た
い
と
こ
ろ
。
隣
に
あ
っ
た
ト
ビ 

台
湾
環

ホ
ア
ン

島
ダ

オ

記 

③ 
《
南
部
編
》 

佐
藤
和
道 

 

今回のスタート地点、高鉄左営駅にて。 
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奇
岩
の
宝
庫
だ
っ
た
。 

夕
方
５
時
ご
ろ
、
本
日
の
宿
泊
地
「Mr.Red 

T
e
a
 
B&
B

（
紅
茶
先
生
民
宿
）」
に
到
着
。
バ
イ

ク
で
環
島
中
と
い
う
青
年
と
同
部
屋
に
。
高
雄

か
ら
逆
回
り
で
回
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
ち
ら

は
自
転
車
だ
と
言
っ
た
ら
大
変
驚
か
れ
た
。
夜

は
米
ど
こ
ろ
台
東
の
米
苔
目
（
米
粉
の
ウ
ド
ン
）。

帰
り
に
名
物
の
「
釈
迦
頭
」
を
購
入
。
固
そ
う
な

外
見
と
は
違

っ
て
中
身
は

ク
リ
ー
ミ
ー
。

濃
厚
な
甘
さ

が
癖
に
な
り

そ
う
だ
。 

      

 

８
／
３
０ 

台
東→

台
北 

 

こ
の
日
は
電
車
で
台
北
ま
で
戻
る
。
自
強
号
（
特

急
列
車
）
は
ネ
ッ
ト
で
事
前
予
約
し
て
お
い
た
。

運
賃
は
２
０
０
０
円
ほ
ど
。
３
時
間
半
で
台
北
に

着
く
予
定
。
出
発
ま
で
時
間
が
あ
る
の
で
、「
池
上

米
」
で
有
名
な
池
上
に
寄
る
こ
と
に
。
駅
前
に
は

「
池
上
弁
当
」
の
店
が
い
く
つ
も
並
ぶ
。
折
角
な

の
で
自
転
車
を
組
み
立
て
て
辺
り
を
散
策
。
一
面

緑
の
田
園
地
帯
。
遠
く
に
は
美
し
い
山
並
み
が
広

が
る
。
次
は
ぜ
ひ
山
線
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

と
思
い
つ
つ
台
北
ま
で
帰
っ
た
。 

  

８
／
３
１ 

台
北→

基
隆 

約
５
０
㎞ 

 

台
湾
の
夏
は
台
風
が
多
い
。
交
通
が
ス
ト
ッ
プ

す
る
こ
と
を
考
え
て
、
一
日
予
備
日
を
設
け
て
お

い
た
。
そ
こ
で
こ
の
日
は
ル
ー
ト
か
ら
外
れ
て
い

た
最
北
部
へ
行
っ
て
み
る
。
ま
ず
淡
水
河
西
岸
の

街
八
里
へ
。
関
渡
大
橋
ま
で
引
き
返
し
、
今
度
は

対
岸
の
淡
水
か
ら
北
海
岸
路
線
に
抜
け
る
。
６
日

目
に
し
て
初
め
て
の
晴
天
。
青
空
と
青
い
海
岸
が

美
し
い
。
途
中
金
山
近
く
の
金
宝
山
山
頂
に
あ
る

鄧
麗
君
（
テ
レ
サ
・
テ
ン
）
墓
地
へ
。
登
っ
て
み

る
と
か
な
り
の
激
坂
。
一
度
行
き
過
ぎ
て
し
ま
い
、

坂
を
二
度
上
る
こ
と
に
。
こ
の
時
無
理
を
し
た
せ 

い
か
、
帰
国
後
大
臀
筋
の
肉
離
れ
を
発
症

し
て
し
ま
っ
た…

。
墓
地
に
は
大
き
な
ピ

ア
ノ
を
模
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
黄
金

の
テ
レ
サ
像
が
置
か
れ
て
お
り
、
人
が
近

づ
く
と
テ
レ
サ
の
曲
が
か
か
る
。
歌
声
を

聴
き
な
が
ら
、
買
っ
て
お
い
た
好
物
の
油

飯
（
中
華
お
こ
わ
）
を
食
べ
た
。 

そ
の
ま
ま
北
方
の
都
市
基
隆
へ
。
路
地

裏
に
あ
る
「
孝
三
大
腸
圏
」
で
は
、
茹
で

た
豚
の
あ
ら
ゆ
る
部
位
を
買
え
る
。
軟
管

（
食
道
）・
粉
腸
（
十
二
指
腸
）・
大
腸
頭

（
肛
門
）
な
ど
を
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
。
無
事

完
走
の
祝
杯
を
あ
げ
た
。 

 

テレサ像。墓地に歌声が響く。

池上にて。金城武がＣＭで使った木。 
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と
い
う
。
こ
れ
は
日
本
で
い
う
「
ワ
ン
タ
ン
」。
台

北
で
は
「
饂
飩
」
と
書
く
。
創
業
８
０
年
と
い
う

「
花
蓮
液
香
扁
食
」
に
は
日
本
語
メ
ニ
ュ
ー
も
あ

っ
た
。
お
い
し
か
っ
た
け
ど
、
ま
あ
ワ
ン
タ
ン
だ

っ
た…

 

  

８
／
２
９ 

花
蓮→

台
東 

約
１
８
０
㎞ 

 

こ
の
日
は
最
長
の
１
８
０
㎞
を
予
定
。
予
報
は

雷
雨
、
ほ
ぼ
丸
一
日
雨
の
予
想
。
こ
の
区
間
に
は

山
線
（
花
東
縦
谷
公
路
）
と
海
線
（
花
東
海
岸
公

路
）
の
二
つ
の
ル
ー
ト
が
あ
る
。
山
線
は
高
低
差

が
あ
る
が
、
鉄
道
沿
線
の
た
め
途
中
で
列
車
に
乗

る
こ
と
が
可
能
。
海
線
は
ド
平
坦
だ
が
途
中
休
憩

で
き
る
店
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
前
日
か
ら
ず
い
ぶ

ん
悩
ん
だ
が
、
出
発
し
た
時
点
で
気
持
ち
は
９

５
％
山
線
。
雨
が
降
り
出
し
た
ら
輪
行
す
れ
ば
い

い
や
と
考
え
て
い
た
。 

１
０
㎞
ほ
ど
行
っ
た
と
こ
ろ
で
海
線
・
山
線
の

分
岐
点
に
到
達
。
ま
だ
雨
は
降
り
だ
し
て
い
な
い
。

「
行
け
る
所
ま
で
行
っ
て
み
よ
う
」
と
、
直
感
的

に
進
路
を
海
線
に
変
更
。
だ
が
３
０
分
ほ
ど
で
雨

が
降
り
始
め
、
す
ぐ
に
前
が
見
え
な
い
ほ
ど
の
豪

雨
に
。
濡
れ
る
に
任
せ
て
、
車
す
ら
通
ら
な
い
道

路
を
ひ
た
す
ら
進
む
。
５
０
㎞
先
の
豊
崎
が
最
初 

          

の
集
落
、
そ
の
先
は
３
５
㎞
先
の
長
浜

ま
で
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
は
皆
無
だ
。 

北
回
帰
線
を
示
す
塔
を
横
目
に
、
最

初
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
八
仙
洞
に
到
着
。

滝
の
よ
う
な
雨
の
中
、
岩
場
に
点
在
す

る
洞
窟
を
め
ぐ
る
。
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
シ

ュ
ー
ズ
が
滑
っ
て
歩
く
の
に
四
苦
八
苦

し
た
。
さ
ら
に
二
時
間
ほ
ど
進
む
と
、
遠

く
に
特
徴
の
あ
る
橋
が
見
え
て
き
た
。

前
か
ら
来
て
み
た
か
っ
た
三
仙
台
だ
。

幸
い
こ
の
時
だ
け
小
雨
に
。
折
角
な
の

で
橋
を
渡
っ
て
対
岸
の
島
へ
。
周
囲
は 

 

海線０km地点。180km先の台東を目指す 
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海
岸
線
に
出
た
と
こ
ろ
が
駅
弁
で
有
名
な
福
隆
。

近
く
の
公
園
で
腹
ご
し
ら
え
す
る
。
雨
が
降
り
出

す
中
、
本
島
最
東
端
の
三
貂
角
を
経
て
い
よ
い
よ

宜
蘭
県
へ
。
老
街
（
古
い
町
並
み
）
の
残
る
頭
城

を
見
物
し
、
２
時
ご
ろ
「G

r
e
e
n
 Pa

r
k Ho

m
es
t
ay

（
緑
大
地
民
宿
）」
に
到
着
。
広
い
一
軒
家
が
貸
し

切
り
状
態
だ
っ
た
。 

夜
は
歩
い
て
羅
東
夜
市
へ
。
公
園
一
帯
に
出
店

が
広
が
る
。
人
を
か
き
分
け
な
け
れ
ば
進
め
な
い

ほ
ど
の
混
雑
ぶ
り
。
宜
蘭
と
い
え
ば
三
星
葱
。
人

気
店
の
「
七
巧
味
三
星
葱
多
餅
」
は
待
ち
時
間
３

０
分
超
。
ほ
か
に
も
「
花
生
糖
」
と
い
う
ピ
ー
ナ

ツ
菓
子
の
ク
レ
ー
プ
巻
や
、
天
麩
羅
に
似
た
「
卜

肉
（
プ
ー
ロ
ウ
）」
、「
糕
渣
（
ガ
オ
ザ
ー
）」
な
ど
、

宜
蘭
グ
ル
メ
を
堪
能
し
た
。 

  

８
／
２
８ 

羅
東→

花
蓮 

約
１
０
０
㎞ 

 

こ
の
日
は
環
島
最
大
の
難
所
、
蘇
花
公
路
を
越

え
る
。
こ
こ
は
ト
ン
ネ
ル
が
連
続
す
る
上
、
大
型

ト
ラ
ッ
ク
が
行
き
交
う
危
険
箇
所
。
公
式
案
内
で

も
列
車
移
動
を
推
奨
し
て
い
る
（
地
図
の
点
線
部

分
）
。
雨
天
時
は
落
石
も
あ
る
と
聞
い
て
い
た
が
、

幸
い
天
候
は
曇
り
。
意
を
決
し
て
出
発
す
る
。 

蘇
澳
の
街
か
ら
蘇
花
公
路
へ
。
聞
い
て
い
た
ほ

ど
荒
れ
た
道
で
は
な
く
、
日
本
の
一
般
的
な
峠
道

レ
ベ
ル
。
路
肩
が
狭
い
の
で
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
幅
寄

せ
さ
れ
る
が
、
危
険
を
感
じ
る
ほ
ど
で
は
な
い
。

一
方
で
眼
下
に
広
が
る
海
は
絶
景
。
青
さ
が
明
ら 

か
に
違
う
。
３
０
０
ｍ
の
峠
を
二
つ
越
え

て
南
澳
で
小
休
止
。
日
が
差
し
て
き
て
暑

い
。
こ
の
後
新
道
と
合
流
し
車
が
増
え
始

め
る
。
時
折
落
石
注
意
個
所
も
。
特
に
花

蓮
側
の
ト
ン
ネ
ル
は
若
干
狭
い
の
で
、
走

行
に
は
注
意
が
必
要
だ
。 

蘇
花
公
路
を
抜
け
る
と
急
に
雨
模
様

に
。
２
時
ご
ろ
花
蓮
着
。
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

に
は
早
い
の
で
、
有
名
な
葱
油
餅
の
店
へ
。

こ
れ
は
葱
油
で
小
麦
粉
を
揚
げ
た
も
の

で
、
葱
は
入
っ
て
い
な
い
。
似
た
よ
う
な

店
が
並
ぶ
中
、
ひ
と
き
わ
人
が
多
い
「
炸

弾
葱
油
餅
（
黄
車
）
店
」
へ
。
名
前
の
通

り
黄
色
い
ワ
ゴ
ン
車
が
目
印
。
番
号
札
を

と
っ
て
、
呼
ば
れ
る
の
を
待
つ
。
い
く
ら

待
っ
て
も
呼
ば
れ
ず
は
や
１
時
間
。
卵
入

り
３
０
元
。
よ
う
や
く
あ
り
つ
け
た
揚
げ

た
て
は
確
か
に
う
ま
い
が
、
１
時
間
待
っ

て
１
分
ほ
ど
で
食
べ
て
し
ま
っ
た
。
宿
は

花
蓮
駅
前
の
「L

o
v
e
l
y
 B
e
an Ho

s
t
el

（
僖

豆
背
包
客
）
」。
店
の
親
父
に
花
蓮
名
物
を

聞
く
と
、「
扁
食
（
ホ
ゥ
ン
ト
ゥ
ン
）
」
だ 

断崖絶壁の絶景が続く。慣れた人なら決して危なくないと思うが… 
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前
回
は
西
海
岸
を
め
ぐ
っ
た
の
で
、
今
回
は
東

海
岸
へ
。
新
幹
線
の
通
る
西
側
に
比
べ
て
ア
ク
セ

ス
は
よ
く
な
い
が
、
見
ど
こ
ろ
は
多
い
。 

  

（
２
０
１
８
年
）
８
／
２
６ 

名
古
屋→

台
北 

 

今
回
は
中
華
航
空
を
チ
ョ
イ
ス
。
サ
イ
ズ
不
問

で
３
０
キ
ロ
以
内
な
ら
追
加
料
金
不
要
（
当
時
）
。

ふ
つ
う
は
３
辺
２
０
３
ｃ
ｍ
以
内
の
制
限
が
あ
る

の
で
と
て
も
助
か
る
。
海
外
の
航
空
会
社
は
扱
い

が
荒
い
と
聞
く
が
特
に
問
題
な
し
。
桃
園
国
際
空

港
か
ら
台
北
市
街
へ
は
、
開
通
し
た
ば
か
り
の
地

下
鉄
（
捷
運
）
を
利
用
。
大
型
荷
物
も
置
け
て
輪

行
も
Ｏ
Ｋ
。
地
上
へ
出
る
と
台
北
は
土
砂
降
り
の

大
雨
。
結
局
ほ
ぼ
毎
日
雨
だ
っ
た
。 

宿
は
廸
化
街
に
近
い
「W

e
 
C
o
me
 
Ho
s
te
l

（
北

門
臥
客
青
年
旅
舍
）
」
。
共
有
ス
ペ
ー
ス
が
広
く
、

朝
食
も
無
料
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
台
北
に
戻
る

ま
で
輪
行
バ
ッ
グ
を
預
か
っ
て
く
れ
た
。 

  

８
／
２
７ 

台
北→

羅
東 

約
１
１
０
㎞ 

 

 

初
日
は
宜
蘭
県
の
羅
東
を
目
指
す
。
台
湾
鉄
道

に
沿
っ
て
北
上
し
た
後
、
「
暖
暖
」
か
ら
山
道
へ
。 

峠
を
下
る
途
中
、
何
か
浮
か
ん
で
い
る
と
思
っ
た 

ら
、
十
份
の
天
燈
（
ラ
ン
タ
ン
）
だ
っ
た
。
願
い

事
を
書
い
て
上
げ
る
と
、
願
い
が
叶
う
と
い
う
。 

            

                      

台
湾
環

ホ
ア
ン

島
ダ

オ

記 

② 
《
東
海
岸
編
》 

佐
藤
和
道 

 

迪化街で購入した木製の「環島車票」。 
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通
じ
な
い
。
わ
ざ
わ
ざ
奥
か
ら
娘
さ
ん
を
呼
ん
で

き
て
英
語
で
注
文
を
訊
い
て
く
れ
た
。 

       

 

３
／
３
１ 

台
南→

台
中→

台
北 

約
５
０
キ
ロ 

台
南
は
朝
食
も
有
名
。
定
番
の
牛
肉
湯
（
牛
肉

ス
ー
プ
）
と
台
湾
独
特
の
碗
粿
（
台
湾
風
茶
わ
ん

蒸
し
？
）
。
竹
で
で
き
た
昔
な
が
ら
の
匙
で
頂
く
。 

予
定
で
は
こ
の
ま
ま
高
雄
ま
で
行
く
は
ず
だ
っ

た
が
、
台
中
の
野
球
場
で
や
っ
て
い
た
味
全
ド
ラ

ゴ
ン
ズ
の
展
示
（
行
っ
た
と
き
に
は
閉
室
し
て
い

た
）
が
ど
う
し
て
も
見
た
か
っ
た
の
で
、
予
定
変

更
。
高
鉄
台
南
駅
ま
で
行
っ
て
新
幹
線
で
台
中
へ

戻
る
。
赤
い
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
に
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

と
ほ
ぼ
同
じ
ロ
ゴ
の
味
全
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
は
９
９
年

に
解
散
。
そ
の
回
顧
展
だ
っ
た
の
だ
が
、
奇
し
く

も
今
年
２
０
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
。
今
思
え
ば
復

活
記
念
の
展
示
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ち
ょ

う
ど
元
阪
神
、
林
威
助
の
引
退
記
念
展
を
開
催
中
。

ほ
か
に
も
台
湾
出
身
の
歴
代
有
名
選
手
の
グ
ッ
ズ

が
展
示
し
て
あ
っ
た
。 

       

つ
い
で
に
行
き
に
見
逃
し
た
彰

化
の
扇
形
庫
へ
。
こ
れ
も
日
本
時
代

の
遺
物
だ
が
、
ま
だ
現
役
で
使
わ
れ

て
い
る
。
最
後
に
吉
祥
票
（
縁
起
の

良
い
切
符
）
で
有
名
な
追
分
駅
へ
。

こ
こ
で
は
「
追
分
駅→
成
功
駅
」（
良

い
点
数
を
取
る
・
良
い
方
向
へ
導
く

と
い
う
意
味
に
な
る
）
の
切
符
を
買

う
こ
と
が
で
き
る
。
再
び
新
幹
線
に

乗
っ
て
台
北
へ
戻
っ
た
。 

初
め
て
の
台
湾
自
転
車
旅
は
想

像
以
上
に
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
。
た
い
て
い

の
道
路
に
は
バ
イ
ク
レ
ー
ン
が
あ
る
の

で
、
大
都
市
以
外
は
日
本
よ
り
快
適
。
右

側
通
行
も
す
ぐ
に
慣
れ
る
。
興
味
を
持
た

れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
頂
き

た
い
。 

 

 

郭源治のユニフォームもあった  

裕成水果行の総合水
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３
／
２
９ 

台
中→

嘉
義 

約
９
５
キ
ロ 

 
朝
７
時
、
台
中
の
観
光
地
彩
虹
眷
村
へ
。
ま
だ

早
す
ぎ
て
誰
も
い
な
い
。
９
０
歳
の
お
爺
さ
ん
が

一
人
で
描
い
た
と
い
う
極
彩
色
の
家
は
圧
巻
。
出

発
前
、
星
爸
が
お
手
製
の
維
力
炒
醤
麺
（
イ
ン
ス

タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
）
を
作
っ
て
く
れ
た
。
宿
泊
し

た
お
客
に
サ
ー
ビ
ス
す
る
の
が
恒
例
だ
そ
う
だ
。 

ま
ず
は
隣
の
彰
化
へ
。
有
名
な
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

色
の
大
仏
を
見
る
。
こ
こ
は
八
掛
山
と
い
う
山
の

上
に
あ
り
、
結
構
な
急
坂
を
登
る
。
も
う
一
つ
の

目
的
地
、
扇
形
庫
（
機
関
車
用
の
車
庫
）
は
午
後

一
時
開
門
の
た
め
見
ら
れ
ず
。
阿
三
肉
圓
で
、
彰

化
名
物
、
肉
圓
（
バ
ー
ワ
ン
）
を
食
べ
る
。
ぶ
よ

ぶ
よ
し
た
ゼ
リ
ー
状
の
皮
に
肉
を
包
ん
だ
も
の
。

以
前
九
份
で
食
べ
た
時
は
お
い
し
い
と
思
わ
な
か

っ
た
が
、
こ
こ
の
は
う
ま
い
。 

西
螺
、
斗
六
に
寄
り
な
が
ら
嘉
義
へ
。
宿
は
「
ラ

ー
・
ワ
ー
・
ハ
ウ
ス
」。
ビ
ル
全
体
が
宿
に
な
っ
て

い
て
、
１
階
は
ダ
イ
ニ
ン
グ
と
キ
ッ
チ
ン
、
屋
上

に
ラ
ン
ド
リ
ー
。
ほ
か
に
宿
泊
客
が
い
な
い
の
で
、

シ
ン
グ
ル
に
格
上
げ
し
て
く
れ
た
。 

嘉
義
名
物
は
、
大
頭
魚
と
い
う
魚
の
素
揚
げ
を

煮
込
ん
だ
砂
鍋
魚
頭
。
量
が
多
い
か
ら
頭
付
き
は

や
め
て
お
け
と
宿
の
お
姉
さ
ん
に
忠
告
さ
れ
た
が
、

せ
っ
か
く
な
の
で
頼
ん
で
み
る
。
が
、
一
人
で
は

多
す
ぎ
て
食
べ
き
れ
ず…

。
ほ
か
に
魯
熟
肉
（
豚

モ
ツ
を
茹
で
た
も
の
）
や
鱔
魚
意
麺
（
タ
ウ
ナ
ギ

麺
）。
珍
し
い
も
の
が
多
い
と
は
い
え
、
さ
す
が
に

こ
の
日
は
食
べ
す
ぎ
た
。 

         

 
 

３
／
３
０ 
嘉
義→

台
南 

約
９
０
キ
ロ 

 

ま
ず
山
方
面
に
行
き
、
関
子
嶺
温
泉
を
目
指
す
。

こ
こ
は
珍
し
い
泥
の
温
泉
。
外
湯
は
水
着
必
須
の

た
め
内
湯
へ
。
連
日
の
暑
さ
で
日
焼
け
跡
が
く
っ

き
り
と
残
っ
て
い
た
。 

一
旦
山
を
下
り
て
、
今
度
は
烏
山
頭
水
庫
を
目 

指
す
。
日
本
人
技
師
、
八
田
与
一
が
作
っ

た
ダ
ム
で
台
湾
の
教
科
書
に
は
必
ず
載

っ
て
い
る
ら
し
い
。
八
田
与
一
の
銅
像
を

拝
ん
で
、
途
中
で
買
っ
た
弁
当
を
食
べ
る
。

こ
の
日
も
熱
中
症
に
な
り
そ
う
な
く
ら

い
暑
か
っ
た
。
こ
の
あ
と
、
善
化
の
ビ
ー

ル
工
場
を
見
学
し
（
ビ
ー
ル
は
飲
め
な
か

っ
た
が
）、
台
南
へ
。
本
日
の
宿
「
ラ
イ
ト
・

ホ
ス
テ
ル
・
タ
イ
ナ
ン
」
は
こ
れ
ま
で
の

個
人
宿
と
は
違
っ
て
か
な
り
大
き
い
。 

古
都
台
南
は
食
の
都
。
ま
ず
蝦
仁
飯

（
エ
ビ
飯
）、
軟
骨
飯
を
は
し
ご
。
老
舗
の

お
菓
子
屋
さ
ん
の
新
裕
珍
餅
舗
で
馬
卡

龍
（
台
湾
式
マ
カ
ロ
ン
）
を
買
い
、
日
本

統
治
時
代
に
建
て
ら
れ
た
デ
パ
ー
ト
林

百
貨
店
を
見
学
。
裕
成
水
果
行
で
総
合
水

果
（
か
き
氷
）
を
食
べ
た
。
以
前
来
た
と

き
は
開
店
直
後
で
座
る
と
こ
ろ
も
な
い

盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
が
、
夜
は
比
較
的
す
い

て
い
た
。
最
後
に
台
南
名
物
の
虱
目
魚

（
サ
バ
ヒ
ー
）
を
買
お
う
と
思
っ
た
が
、

台
南
訛
り
の
せ
い
か
、
言
葉
が
な
か
な
か 

砂鍋魚頭 ２～３人前２６０元 
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３
／
２
７ 

台
北→

新
竹 

約
９
５
キ
ロ 

 

 
２
０
１
５
年
、
台
湾
本
島
を
一
周
す
る
「
環
島

一
號
線
」
が
全
線
開
通
し
た
。
今
回
の
ル
ー
ト
も

多
く
は
こ
れ
を
踏
襲
す
る
。
ま
ず
は
金
牛
角
（
台

湾
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
）
が
名
物
の
三
峡
へ
。
お
廟
の

前
に
ず
ら
り
と
店
が
並
ぶ
。
私
は
こ
れ
が
大
好
物
。

自
転
車
だ
か
ら
い
い
だ
ろ
う
と
１
０
個
入
を
購
入
。 

台
湾
最
大
級
の
ダ
ム
、
石
門
水
庫
を
通
っ
て
、

客
家
の
街
北
埔
へ
。
名
物
の
擂
茶
（
レ
イ
チ
ャ
）

を
飲
む
。
豆
な
ど
を
擦
り
入
れ
て
お
り
、
黄
粉
の

よ
う
な
味
わ
い
。
自
転
車
で
高
雄
ま
で
行
く
と
言

っ
た
ら
、
お
店
の
お
姉
さ
ん
が
す
ご
い
と
言
っ
て

褒
め
て
く
れ
た
。 

宿
は
新
竹
の
「
沙
發
故
事
旅
行
生
活
空
間
」。
夜

は
有
名
な
城
隍
廟
夜
市
へ
。
お
廟
を
中
心
に
飲
食

店
が
広
が
り
、
歴
史
の
あ
り
そ
う
な
建
物
も
多
い
。

創
始
店
だ
と
い
う
廟
口
鴨
香
飯
（
ア
ヒ
ル
ご
飯
）

へ
。
濃
厚
な
味
わ
い
。
甜
不
辣
（
天
麩
羅
）
を
買

っ
て
帰
り
、
こ
の
日
も
宿
で
ビ
ー
ル
。 

  

３
／
２
８ 

新
竹→

台
中 

約
１
２
０
キ
ロ 

 

 

環
島
一
號
線
に
沿
っ
て
海
岸
線
へ
出
る
。
途
中
、

環
島
中
と
思
し
き
台
湾
人
を
何
組
か
追
い
抜
く
。

途
中
で
海
を
離
れ
て
内
陸
方
面
へ
。
気
温
は
３
０

度
近
く
、
斜
度
も
だ
ん
だ
ん
き
つ
く
な
っ
て
く
る
。

や
っ
と
の
こ
と
で
目
的
地
の
龍
騰
断
橋
に
到
着
。

地
震
で
倒
壊
し
た
鉄
道
橋
の
遺
構
。
思
っ
て
い
た

よ
り
大
き
い
。
山
を
下
っ
て
再
び
海
側
へ
渡
り
、

「
台
湾
の
ウ
ユ
ニ
塩
湖
」
と
言
わ
れ
る
高
美
湿
地

へ
。
夕
日
が
美
し
い
の
だ
が
、
こ
の
日
は
ま
だ
少

し
早
か
っ
た
。 

台
中
市
外
へ
戻
る
道
は
、
予
想
外
の
ア
ッ
プ
ダ

ウ
ン
。
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
を
繰
り
返
し
て
、
台
中
駅

付
近
の
「
オ
ハ
ナ
ト
ラ
ベ
ル
ス
ペ
ー
ス
」
に
到
着
。

ご
主
人
の
星
爸
は
と
て
も
気
さ
く
で
色
々
世
話
を

焼
い
て
く
れ
る
。 

 

夜
は
臺
中
市
洲
際
棒
球
場
へ
行
き
、
前
か
ら
見 

た
か
っ
た
台
湾
プ
ロ
野
球
、
中
信
ブ
ラ
ザ

ー
ズ
対
統
一
ラ
イ
オ
ン
ズ
を
観
戦
。
外
野

席
は
が
ら
が
ら
。
買
っ
て
お
い
た
焢
肉
飯

（
角
煮
丼
）
弁
当
を
食
べ
て
早
々
に
退
散
。

宿
で
は
星
爸
を
囲
ん
で
宴
会
が
続
い
て

い
た
。
泊
ま
り
込
み
で
店
を
手
伝
っ
て
い

る
日
本
人
の
若
者
、
大
阪
か
ら
来
た
女
子

大
生
、
ベ
ト
ナ
ム
の
二
人
組
と
話
に
花
が

咲
い
た
。 

           

 

 

台中の宿で。一番奥が筆者。 

石門ダムにて 
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台
湾
本
島
を
一
周
す
る
こ
と
を
環
島
（
ホ
ア
ン

ダ
オ
）
と
い
う
。
電
車
・
バ
イ
ク
・
自
転
車
・
徒

歩
な
ど
、
手
段
は
様
々
だ
が
、
実
に
多
く
の
人
が

環
島
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。 

こ
こ
十
年
ほ
ど
、
長
期
の
休
み
が
で
き
る
と
台

湾
を
訪
れ
て
い
る
。
人
が
優
し
く
、
ご
飯
も
お
い

し
い
の
で
「
ハ
マ
っ
て
」
し
ま
っ
た
の
だ
。
ロ
ー

ド
バ
イ
ク
を
買
っ
た
と
き
か
ら
、
環
島
は
実
現
し

た
い
夢
の
一
つ
だ
っ
た
。
一
周
お
よ
そ
１
０
０
０

キ
ロ
、
た
だ
周
る
だ
け
な
ら
、
一
週
間
で
足
り
る
。

で
も
せ
っ
か
く
だ
か
ら
自
転
車
で
し
か
行
け
な
い

と
こ
ろ
に
行
っ
て
、
現
地
の
旨
い
も
の
を
食
べ
た

い
。
ま
と
ま
っ
て
取
れ
る
休
み
は
一
週
間
が
限
度
。

そ
こ
で
、
３
回
に
分
け
て
周
る
こ
と
に
し
た
。 

初
回
は
２
０
１
８
年
３
月
、
台
北
か
ら
西
海
岸

を
南
進
し
、
高
雄
を
目
指
す
。 

 

３
／
２
６ 

名
古
屋→

台
北 

 

 

Ｊ
Ａ
Ｌ
８
２
１
便
で
桃
園
国
際
空
港
へ
。
国
際

線
で
の
輪
行
は
初
め
て
だ
っ
た
が
、
オ
ー
ス
ト
リ

ッ
チ
の
Ｏ
Ｓ
５
０
０
と
い
う
輪
行
バ
ッ
グ
で
問
題

な
く
到
着
し
た
。 

宿
は
寧
夏
夜
市
直
近
の
「
１
９
１

ホ
テ
ル
ニ
ン
シ
ャ
ー
」
。
い
わ
ゆ
る

ド
ミ
ト
リ
ー
で
、
一
泊
１
５
０
０
円

ほ
ど
。
ラ
ブ
ホ
っ
ぽ
い
内
装
が
若
干

気
に
な
る
が
、
下
手
な
ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
よ
り
よ
っ
ぽ
ど
綺
麗
だ
。
台
湾

は
古
民
家
や
ビ
ル
の
一
角
を
改
装

し
た
ド
ミ
ト
リ
ー
が
豊
富
。
今
回
は

す
べ
て
事
前
に
ネ
ッ
ト
で
予
約
し

て
お
い
た
。 

宿
の
前
で
自
転
車
を
組
み
立
て

て
い
る
と
、
近
所
の
お
じ
さ
ん
が
物

珍
し
そ
う
に
色
々
話
し
か
け
て
き

た
。
輪
行
バ
ッ
グ
は
台
北
駅
前
の
行

李
托
運
中
心
（
荷
物
預
り
所
）
に
預

け
る
。
一
日
５
０
元
。
遅
い
昼
ご
飯

は
、
四
神
湯
（
モ
ツ
ス
ー
プ
）
と
肉

包
（
肉
ま
ん
）。
夜
は
眼
下
の
寧
夏
夜
市
で

臭
豆
腐
や
鹽
水
雞
（
鶏
肉
と
野
菜
を
煮
た

も
の
）
を
買
っ
て
台
湾
啤
酒
を
飲
ん
だ
。 

 
 
 
 

 
 

                 
 

台
湾
環

ホ
ア
ン

島
ダ

オ

記 

① 
《
西
海
岸
編
》 

佐
藤
和
道 

 



『名古屋学院論叢』では、次の要領で原稿を募集しております。 

 

応募資格 
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５．名古屋中学校・高等学校の教育理念に賛同するもので、学校長及び『論叢』編集委員が認

めたもの 

 

種類……論説、研究ノート、授業実践、翻訳、及び書評など、ジャンルを問いません。 

 

執筆要項 

１．印字原稿と電子媒体（USBメモリーなど）をお送りください。なお、ファイルは

Microsoft Word形式で保存したものを提出してください。 
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３．註は原稿の末尾にまとめてください。 

４．裏表紙に使用する欧文表題、及び執筆者の所属を原稿の文末に明記してください。 

 

原稿の提出先・お問い合わせ 

〒461–8676 愛知県名古屋市東区砂田橋二丁目１番58号 
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編集後記 

 『名古屋学院論叢』第20号をお届けします。 

 

編集委員長 杉原  辰雄 

 

『論叢』第20号をお届けします。まずは、発刊予定日から大幅に遅れてしまったことについ

て、お詫び申し上げます。理由については説明するまでもなく、やはり昨今の社会情勢が大き

く影響しています。学校を取り巻く環境も厳しく、教員にとっても有形・無形の様々な負担が

確実に増えました。2020年度当初の休校時の対応や、リモート授業の環境整備など、枚挙に暇

がありません。ただし、幸いなことに本校の学びが止まることはありませんでした。『論叢』第

20号がそのことを象徴しています。教員の論考においては、伊藤が授業における実践報告をま

とめました。伊藤の論考は三年連続での『論叢』掲載となり、その学究的な意欲の大きさに勇

気づけられます。新人の金井の論考も、興味深い内容で、視点の鋭さを容易に見て取ることが

できます。20年度卒業生の水谷は昨年度に引き続き、アートに関する論考の発表をしてくれま

した。20年度高2生の城・太田の論考は、過去2年の活動に基づきながらも、まさに時代を象

徴する問題を提起する力作となっています。大﨑らの共同執筆になるレポートは、19年度の高

1生時の活動をまとめたものです。IT技術を駆使した文化祭のクラス企画を詳細に報告したも

のとなっており、画期的なレポートといえます。20年度高2生の奥薗・渡邊の両名は、自らの

関心領域に基づいた研究報告をしっかりとまとめています。国語科の佐藤は、今回は旅行記を

寄稿してくれました。どの論考・レポートも、生徒たちに読んで欲しい内容となっています。

とりわけ、今回『論叢』に掲載した生徒らの論考・レポートは、彼らの進路選択と密接な関係

をもっているといえます。 

この『論叢』に影響を受けて、自分たちの新しい可能性に気づいて欲しいと心から願ってい

ます。次号も、乞うご期待。 
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